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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁

アトサヌプリ

ア ト サ ヌ プ リ
（2020 年 11 月 30 日現在） 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認めら

れない。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変

更はない。 

○ 概況（2020 年６月～2020 年 11 月 30 日）
・表面活動（図１-①②、図２～８）

2020 年８月 24 日から 27 日にかけて実施した現地調査では、前回（2019 年７月）

と比較してアトサヌプリ溶岩ドームに点在する噴気孔や熊落し火口の状況に変化は

なく、赤外熱映像装置による観測でも地熱域の状況に特段の変化はなかった。

Ｆ１噴気孔群及びＦ２噴気孔群の噴気の高さは火口上 300ｍ以下で、噴気活動は低

調に経過した。 

・地震活動（図１-③④、図９）

火山性地震は少なく、地震活動は低調に経過した。

火山性微動は観測されなかった。 

・地殻変動（図 10）

GNSS 連続観測では、アトサヌプリカルデラを囲む基線で収縮の変化が引き続き認

められている。

この資料は気象庁のほか、国土地理院、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び公益財団法人地震予

知総合研究振興会のデータを利用して作成した。
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

アトサヌプリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ アトサヌプリ 火山活動経過図（2010 年４月～2020 年 11 月 30 日） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ アトサヌプリ 北東側から見た山体の状況（11月27日、北東山麓監視カメラによる） 
 
 

Ｆ２噴気孔群の噴気 Ｆ１噴気孔群の噴気 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

アトサヌプリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

Ｆ１噴気孔群 

Ｆ２噴気孔群 

図３ アトサヌプリ 周辺図と写真及び 

赤外熱映像の撮影方向（矢印） 

図４ アトサヌプリ 全景 北側（図３の①から撮影） 

図５ アトサヌプリ 熱電対温度計によるＦ１・Ｆ２噴気孔群の最高温度（1963 年～2020 年） 

・2012 年頃から、それ以前と比較して温度はやや低下した状態となっている。 

アトサヌプリ 

2020 年８月 25日

1000ｍ 

① 

③ 

④ 

熊落し火口 

Ｆ１噴気孔群 

Ｆ２噴気孔群 
② 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

アトサヌプリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2020 年８月 25日 2020 年８月 25日 12 時 09 分 

天気：曇 気温：23℃ 

2019 年７月 31日 12 時 33 分

天気：晴 気温：35℃

2019 年７月 31日

図６ アトサヌプリ 赤外熱映像装置によるＦ１噴気孔群の地表面温度分布 
（図３の②から撮影） 

・前回（2019 年７月 31日）の観測と比較して、噴気の影響で一部見え方に違いがあるが、地表

面温度分布に特段の変化はなかった。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

アトサヌプリ 

 
  

2019 年７月 31日 

2019 年７月 31日９時 19分

天気：晴 気温：32℃

2020 年８月 25日

2020 年８月 25日９時 22分

天気：曇 気温：20℃

図７ アトサヌプリ 赤外熱映像装置によるＦ２噴気孔群の地表面温度分布 
（図３の③から撮影） 

・前回（2019 年７月 31日）の観測と比較して、地表面温度分布に特段の変化はなかった。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

アトサヌプリ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2019 年７月 31日 12 時 12 分

天気：晴 気温：32℃

2019 年７月 31日

2020 年８月 25日 11 時 45 分

天気：曇 気温：23℃

2020 年８月 25日

図８ アトサヌプリ 赤外熱映像装置による熊落し火口の地表面温度分布 
（図３の④から撮影） 

・前回（2019 年７月 31日）の観測と比較して、地表面温度分布に特段の変化はなかった。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

アトサヌプリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ アトサヌプリ 一元化震源による周辺の地震及び深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2020 年 11 月 30 日、Ｍ≧0.8、深さ 40km 以浅） 
○：1997 年 10 月１日～2020 年５月 31 日 

○：2020 年６月１日～2020 年 11 月 30 日 

○：深部低周波地震 

＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 

＊２：2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 

2020 年９月以降の震源は、地震観測点の標高を考慮する等した新手法で求められている。 

2020 年４月 18 日から 10 月 23 日までの地震について、暫定的に震源精査の基準を変更して

いるため、その前後の期間と比較して微小な地震での震源決定数の変化（増減）が見られる。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ(標高)」を使用した。 

  

震央分布図 時空間分布図（南北投影） 

屈斜路湖 

断面図（東西投影） 深さ 

アトサヌプリ 

＊１ ＊２ 

Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁

アトサヌプリ

図10 アトサヌプリ GNSS連続観測による基線長変化（2010年10月～2020年11月30日） 

及び観測点配置図 
①～②の黒破線円内の変動（＊１）は、美留和西観測点の局所的な動きによるもので、火山

活動によるものではないと考えられる。

①の黒破線円内の変動（＊２）は、弟子屈(国)付近の樹木の影響及び伐採（2012年９月下旬）

によるものである。

GNSS基線の空白部分は欠測を示す。

＊３ 勝井義雄（1958）阿寒・屈斜路火山群、地球科学、39巻。

この地図の作成には国土地理院発行の「電子地形図（タイル）」を複製した。

・アトサヌプリカルデラを囲む基線②～④で収縮の変化が引き続き認められている。

アトサヌプリカルデラ

のカルデラ縁(勝井, 1958)＊３

＊１
＊１

＊１

＊１＊２

＊１
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

アトサヌプリ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 アトサヌプリ 観測点配置図 
＋は観測点の位置を示す。 

気象庁以外の機関の観測点は以下の記号を付している。 

（国）：国土地理院 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 
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アトサヌプリ※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

アトサヌプリ周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

アトサヌプリ

国土地理院

ＧＮＳＳ連続観測結果には特段の変化は見られません。

第１４７回火山噴火予知連絡会

43°40’
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アトサヌプリ
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期間: 2015/11/01～2020/11/01 JST
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院
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国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

アトサヌプリ

◎ 国土地理院GNSS観測点

アトサヌプリのSAR干渉解析結果について

(a) 2020/06/29-2020/09/07

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

(b) 2019/09/16-2020/09/14

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA
背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

ノイズレベルを超える変動は見られません。

(a) (b)
衛星名 ALOS-2 ALOS-2

観測日時

2020/06/29 
2020/09/07

11:27頃
(70日間)

2019/09/16 
2020/09/14

23:12頃
(364日間)

衛星進行方向 南行 北行
電波照射方向 右(西) 右(東)
観測モード* U-U H-H
入射角 42.0° 35.9°
偏波 HH HH

垂直基線長 - 279m - 144m

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向

* U：高分解能(3m)モード
H：高分解能(6m)モード

13



第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

雌阿寒岳 

雌 阿 寒 岳 
（2020 年 11 月 30 日現在） 

 

 
 

○ 概況（2020 年６月～2020 年 11 月 30 日） 
・表面活動（図１-①～⑥、図２～９） 

監視カメラによる観測では、ポンマチネシリ96-1火口の噴煙及び中マチネシリ火口の噴気

の高さは火口縁上概ね200ｍ以下で経過した。 

赤沼火口及び北西斜面06噴気孔列では、７月22日から27日までの間に噴気量が増大し、

以降、噴気の高さは火口縁上概ね 200ｍ以下で経過し、噴気活動のやや活発な状態が続いて

いる。 

７月29日から30日に実施した現地調査では、2019年10月と比較して赤沼火口及び北西

斜面06噴気孔列の地表面温度や噴気温度がわずかに上昇し、噴気の勢いが増しているのを確

認した。しかし、９月28 日から 10 月２日にかけて実施した現地調査では、７月29 日から

30日の調査時と比較して、赤沼火口の火口温度は低下していた。 

また、11月 27 日に国土交通省北海道開発局の協力により実施した上空からの観測では、

北西斜面 06 噴気孔列で活発な噴気活動が確認され、噴気孔列周辺の地表面温度が周囲より

高い状態となっていた。 

 

・地震及び微動の発生状況（図１-⑦⑧、図 10～15） 

火山性地震は、主にポンマチネシリ火口の海抜０km付近及び中マチネシリ火口の海抜０km

付近と海面下１km付近で発生した。火山性地震には一時的な増加はみられるが、概ね少なく

経過した。また、中マチネシリ火口付近の地震回数は2014年以前よりもやや多い状態が続い

ている。 

７月22日に、傾斜変動を伴う継続時間の短い火山性微動を観測し、その後一時的に火山性

地震が増加した。火山性微動の発生時、またその前後の噴煙・噴気の状態は悪天のため不明

であった。 

 

  

2020 年７月に、ポンマチネシリ火口において傾斜変動を伴う火山性微動

及び地震の一時的な増加が発生し、その後赤沼火口及び北西斜面 06噴気

孔列の噴気活動が活発化した。 

地震活動の顕著な活発化はないものの、噴気活動がやや活発な状態は維

持しており、今後の火山活動の推移に留意が必要である。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変

更はない。 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、北海道大学、北海道及び地方独立行政法人北海道立総合研究機構エネルギー・

環境・地質研究所、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び公益財団法人地震予知総合研究振興会のデータを利用

して作成した。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

雌阿寒岳 

・地殻変動（図 11、図 16～18） 

７月22日に発生した火山性微動に伴って、山頂付近に設置した傾斜計で、西北西方

向が上下する傾斜変動を観測した。 

９月 28 日から 10 月２日にかけて実施した山頂付近の GNSS 繰り返し観測では、ポ

ンマチネシリ赤沼火口付近の基線で、2018 年からの伸びの変化が引き続き確認され

た。この変化は、火口浅部の膨張によるものと考えられる。 
広域のGNSS連続観測では、2016年10月下旬以降、雌阿寒岳の北東側に膨張源が推定される

地殻変動が観測されていたが、2019年夏頃から停滞していると考えられる。 

山頂部を挟むGNSSの連続観測では山頂付近の地殻変動を示す変化は認められなかった。 
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雌阿寒岳 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＊１ 

＊１ 

図１ 雌阿寒岳 火山活動経過図（1973 年１月～2020 年 11 月 30 日） 
＊１：2012 年から分解能が高い測定機器に変更したため、同じ対象を観測した場合でもこれ

までの機器より高めの温度が観測される傾向がある。 
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雌阿寒岳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 雌阿寒岳 火口周辺図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 雌阿寒岳 西側から見た山体の状況 

（左：７月 21日、中：７月 27日、右：11 月 25 日、オンネトー展望台（道）監視カメラによる） 

  

② 

北西斜面 06 噴気孔列

北西斜面 06 噴気孔列 

の噴気 

ポンマチネシリ赤沼火口の噴気 

北西斜面06噴気孔列

の噴気 

ポンマチネシリ赤沼火口の噴気 

ポンマチネシリ 96-1 火口の噴煙 

中マチネシリ火口の噴気 

図３ 雌阿寒岳 南東側から見た山体の状況 

（左上：７月 21 日、右上：７月 31日、左下：11

月 25 日、上徹
かみてし

別
べつ

監視カメラによる） 

ポンマチネシリ 96-1 火口の噴煙 

中マチネシリ火口の噴気 ポンマチネシリ赤沼火口の噴気 

ポンマチネシリ 96-1 火口の噴煙 

中マチネシリ火口の噴気 

ポンマチネシリ赤沼火口の噴気 

③

④

⑤

①
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図５ 雌阿寒岳 赤外熱映像装置による北西斜面06噴気孔列の地表面温度分布 
西側（図２の①）から撮影 

 

・2020年７月以降、2019年10月の観測時と比較して、北西斜面06噴気孔列の噴気の勢いが増し、

地表面温度が上昇した状態が続いている。 

  

北西斜面 06 噴気孔列 

2019 年 10 月１日 

北西斜面 06 噴気孔列 
2020 年７月 30 日 

2020 年７月 30 日 09 時 59 分 

天気 晴 気温 22℃ 

2019 年 10 月１日 15 時 54 分 

天気 快晴 気温 21℃ 

2020 年９月 29 日 

2020 年９月 29 日 16 時 16 分 

天気 薄曇 気温 17℃ 

北西斜面 06 噴気孔列 
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図６ 雌阿寒岳 赤外熱映像装置による北西斜面06噴気孔列の状況と地表面温度分布 
北西側（図２の②）から撮影。 

図中黄色矢印は、可視画像と赤外熱画像でそれぞれ同じ場所を示す。 

 

・北西斜面06噴気孔列では活発な噴気活動が確認された。 

・噴気孔周辺には融雪した領域が認められ、その領域の地表面温度は周囲よりも高くなっていた。 

  

2020 年 11 月 27 日 13 時 06 分 

天気 曇 

2020 年 11 月 27 日 国土交通省北海道開発局の協力による 

国土交通省北海道開発局の協力による 

融雪した領域 
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最高温度 94℃

西方噴気孔 
06 火口群 

2019 年 10 月１日 

2020 年７月 29 日 

2020 年７月 29 日 17 時 26 分 

天気 快晴 気温 14℃ 

2019 年 10 月１日 13 時 36 分 

天気 晴 気温 20℃ 

西方噴気孔 

06 火口群 

06 火口群 
06 火口群 

西方噴気孔 

噴気温度 92℃

西方噴気孔 
最高温度 82℃ 

噴気温度 57℃ 

2020 年９月 29 日 13 時 28 分 

天気 快晴 気温 15℃ 

最高温度 99℃ 

西方噴気孔 

06 火口群 
噴気温度 69℃ 

2020 年９月 29 日 

西方噴気孔 
06 火口群 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 雌阿寒岳 赤外熱映像装置によるポンマチネシリ赤沼火口の地表面温度分布 
東側（図２の③）から撮影 

 

・2020年７月には、2019年10月の観測時と比較して06火口群の噴気の勢いが増し、06火口群及

び西方噴気孔の最高温度が上昇した。 

・2020年９月には、７月の観測時よりも06火口群の最高温度がやや低下していた。その他には

ポンマチネシリ赤沼火口内の地熱域の分布には大きな変化はなかった。 
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図８ 雌阿寒岳 赤外熱映像装置によるポンマチネシリ第３火口及び第４火口の地表面温度分布 
西側（図２の④）から撮影 

白矢印は同じ岩を示す 

 

・2019 年 10 月の観測時と比較して、2020 年７月及び９月の地表面温度分布や噴煙の状況に大

きな変化はなかった。 

  

2020 年９月 29 日 12 時 48 分 
天気：快晴 気温：16℃ 

96-1 火口 

第４火口 

第３火口 

2020 年９月 29 日 
 

2020 年７月 29 日 15 時 35 分 
天気：曇 気温：16℃ 

2020 年７月 29 日 
 

2019 年 10 月１日 12 時 33 分 
天気：晴 気温：18℃ 

2019 年 10 月１日 
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図９ 雌阿寒岳 赤外熱映像装置による中マチネシリ火口の地表面温度分布 
南東側（図２の⑤）から撮影 

 

・2019年10月の観測時と比較して、2020年７月及び10月の地表面温度分布や噴煙の状況に大きな

変化はなかった（上図の地表面温度分布には、それぞれ噴気の影響が含まれている）。 

  

2019 年 10 月３日 11 時 24 分 
天気：薄曇 気温：18℃ 

2019 年 10 月３日 
 

2019 年６月３日 16 時 32 分 
天気：快晴 気温：14℃ 

2019 年６月３日 
 

2020 年 10 月１日 12 時 06 分 
天気：薄曇 気温：10℃ 

2020 年 10 月１日 
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図 10 雌阿寒岳 オンネトー南東の速度波形上下動成分（７月 22 日 19 時 30 分～22時 00 分） 

・22 日 20 時 11 分頃に、継続時間約３分 46秒の火山性微動を観測した。火山性微動の発生後、

一時的に火山性地震が増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 雌阿寒岳 22 日に発生した火山性微動と同期した傾斜変動（７月 22日 20 時～21 時） 

・山頂付近に設置した傾斜計で、22 日に発生した火山性微動と同期して、西北西方向が上下す

る傾斜変動を観測した。  

20:00 21:00 

N up 

E up 

20:30 20:11 頃 
火山性微動発生 

火山性微動 

火山性地震が増加 

ノイズ 

１μm/s 
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図 12 雌阿寒岳 震源分布図（2004 年 10 月～2020 年 11 月 30 日） 
●：2004 年 10 月１日～2020 年５月 31 日の震源 

●：2020 年６月１日～2020 年 11 月 30 日の震源 

＋印は地震観測点、↑は噴火を示す。 

一部観測点の欠測のため震源決定数や震源精度は一定で

はない。 

図 13（③、④、⑤）で説明している中マチネシリ火口付

近の地震は、左図の黒点線内の地震を指す。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメ

ッシュ（標高）」を使用した。 

2011年３月１日から気象庁以外の機関の観測点も計算に

使用している。 

 

・地震は主に、ポンマチネシリ火口の標高０km付近（黒線内）

と、中マチネシリ火口の標高０km～海面下１km 付近（黒点

線内）で発生した。 

・ポンマチネシリ火口の地震は、2019年１月以降、ポンマチネシリ

火口南東付近を震源とする地震に比べ、赤沼火口直下を震源とす

る地震がやや多く発生している。 

・中マチネシリ火口付近の地震（黒点線内）は、増減を繰り返

しながら、2014 年以前と比べるとやや多い状態が継続して

いる（図 13 の③、④、⑤）。 

Ｂ 

深さ 深さ 

震央分布図 

断面図（Ａ-Ｂ投影） 

時空間分布図（Ａ-Ｂ投影） 

深さの時系列分布図 
Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ａ 

2020年 

Ｃ 

Ｄ 

Ｃ Ｄ 
時空間分布図（Ｃ-Ｄ投影） 

赤沼火口 

直下の地震 
ポンマチネシリ

火口南東の地震 

年 

2005 

2006 

2007 

2008 

2009 

2010 

2011 

2012 

2013 

2014 

2015 

2016 

2017 

2018 

2019 

2020 

Ａ 
2020年 
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図13 雌阿寒岳 日別地震回数及び振幅時系列 

（①～④：2003年１月～2020年11月30日 ⑤：2018年１月～2020年11月30日） 
計数基準(①～④)：オンネトー南東で0.05μm以上、S-P時間２秒以内の火山性地震。 

図中の↑は 2006 年３月及び 2008 年 11 月の噴火を示す。 

 

・2019 年２月中旬～下旬、及び７月下旬から８月上旬にかけて中マチネシリ火口の標高０km付

近を震源とする地震（図 14 の青線内）が増加した(③、④、⑤)。 

・中マチネシリ火口付近の地震（図 14の黒点線内）は、増減を繰り返しながら、2014 年以前と

比べるとやや多い状態にある(③、④、⑤)。 

  

日回数 積算回数 

② 

③ 

④ 

⑤ 

① 
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震央分布図 Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 

○：1997 年 10 月１日～2020 年５月 31 日

○：2020 年６月１日～2020 年 11 月 30 日

雌阿寒岳 

領域 a 

領域 b 

領域 c 

領域 d 

図 14 雌阿寒岳 一元化震源による周辺の地震活

動経過（1997 年 10 月～2020 年 11 月 30

日、Ｍ≧0.5、深さ 30km 以浅、深部低周波

地震を除く） 
＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴

い検知能力が向上している。 

＊２：2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に

伴い検知能力が向上している。 

領域ａ～ｆは、震央分布図の各領域に対応し

ている。 

2020 年４月 18 日から 10 月 23 日までの地震に

ついて、暫定的に震源精査の基準を変更してい

るため、その前後の期間と比較して微小な地震

での震源決定数の変化（増減）が見られる。 

2020 年９月以降の震源は、地震観測点の標高を

考慮する等した新手法で求められている。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地

図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・領域 b（雌阿寒岳周辺）の地震は、2019

年以降後少なく経過した。

・領域 c（阿寒湖の北側）で 2015 年６月に

活発化した地震活動は、その後次第に低

下している。

阿寒湖 

＊２ ＊１ 

雄阿寒岳 

領域 e 

フレベツ岳

領域 a 

領域 b 

領域 c 

領域 d 

領域 f 

阿寒富士 

フップシ岳

回 

回 

回 

回 

回 

回 

領域 f 

領域 e 
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図 15 雌阿寒岳 一元化震源による深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2020 年 11 月 30 日 Ｍ≧0.5、深さ 40km 以浅） 
図中の↑印は 2006 年３月及び 2008 年 11 月の噴火を示す。 

＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 

＊２：2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 

2020 年４月 18 日から 10 月 23 日までの地震について、暫定的に震源精査の基準を変更している

ため、その前後の期間と比較して微小な地震での震源決定数の変化（増減）が見られる。 

2020 年９月以降の震源は、地震観測点の標高を考慮する等した新手法で求められている。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50m メッシュ（標高）」を使用した。 

  

＊１ ＊２ 
阿寒湖 

雌阿寒岳 Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 

   震央分布図 エネルギー積算図 

深さの時系列分布図 断面図（東西投影） 深さ 深さ 

年 

年 

年 

回 

＊108J 
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図 16 雌阿寒岳 飽
あく

別
べつ

川
がわ

上流観測点における傾斜変動（2018 年６月～2020 年 11 月 30 日） 
傾斜変動データは時間値であり、潮汐補正を行っている。 

 

・雌阿寒岳浅部の火山活動によるとみられる傾斜変動は認められなかった。 

  

飽別川上流 
傾斜 NS 

飽別川上流 
傾斜 EW 

ｵﾝﾈﾄｰ南東 
地震日回数 

阿寒湖畔 
日降水量 

月 

年 

融雪 
融雪 

降

水 
←原因不明のステップ 

５μラジアン NE up 
20 mm/時 

50 回/時 

降

水 

降

水 

降

水 

降

水 

降

水 

降

水 

降

水 

降

水 
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図 17 雌阿寒岳 GNSS 繰り返し観測によるポンマチネシリ火口付近の水平距離変化及び観測点配置図 

（2003 年７月～2020 年 10 月） 
GNSS 基線①～⑧は観測点配置図の①～⑧に対応している。 
図中の▲は2006年３月及び2008年11月の噴火を示す。 

この地図の作成には国土地理院発行の「電子地形図（タイル）」を複製した。 

 

・2020 年９月から 10 月の観測では、ポンマチネシリ赤沼火口付近の基線で伸びの変化がみられ

ており、山体浅部の膨張による変動の可能性がある。 
  

ME22 

ME07 

ME56 

ME06 

ポンマチネシリ

96-1 火口 

ME03 
ME01 

ME02 200m 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

29



第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

雌阿寒岳 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

図18 雌阿寒岳 GNSS連続観測による基線長変化（2006年４月～2020年11月30日）及び観測点配置図 
基線の空白部分は欠測を示す。 

破線円の変動は凍上や積雪の影響による変化を示す。 

2010 年 10 月及び 2016 年１月に解析方法を変更している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「電子地形図（タイル）」を複製した。 

 

・2016年10月下旬以降、基線④、⑤で雌阿寒岳の北東側に膨張源が推定される地殻変動が観測さ

れていたが、2019年夏頃から停滞していると考えられる。 

 

2013 年 10 月 10 日ポンマチ南西
からポンマチ南２に変更 

2013 年 10 月 10 日ポンマチ南西
からポンマチ南２に変更 

2013 年 10 月 10 日ポンマチ南西
からポンマチ南２に変更 

（国）：国土地理院  （北）：北海道大学   

（道地）：地方独立行政法人北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所 

GNSS 基線①～⑤は観測点配置図中の①～⑤に対応 

 

広域観測点配置図 観測点配置図（2013 年 10 月以降） 

▲：ごく小規模な水蒸気噴火 
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図 19 雌阿寒岳 観測点配置図 
各機器の配置図は、広域図内の□で示した領域を拡大したものである。 

＋印は観測点の位置を示す。 

気象庁以外の機関の観測点は以下の記号を付している。 

（国） ：国土地理院 

（北） ：北海道大学 

（道） ：北海道 

（道地）：地方独立行政法人北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 
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雌阿寒岳における地磁気全磁力変化 

 
○観測の結果 

雌阿寒岳における 2020年 11月 20日までの地磁気全磁力変化について報告する。 

第１図に全磁力観測点配置図を、第２図～第５図に連続点の全磁力変化を、第６図に全磁力の年周変

化を、第７図に磁気嵐等に伴う全磁力差への影響量を、第８図～第 10 図に各繰り返し観測点における

観測の結果を示す。 

96-1火口南側の３点（MEA,ME2,ME3）における全磁力は、2018 年８月頃から概ね横ばいで推移してい

たが、2020 年４月から５月頃にかけて１nT程度のわずかな減少が観測された（第２、３図）。また、2020

年８月に実施した全磁力繰り返し観測によると、2019 年６月から 2020 年８月の間に、赤沼火口南側で

全磁力の１～３nT程度のわずかな減少が観測された（第８図）。 

2020 年８月の全磁力繰り返し観測では、2020 年７月に北西斜面 06 噴気孔列や赤沼 06 火口群で噴気

活動がやや活発になったことを受けて、３年ぶりに赤沼火口北側の観測点で観測を行った。３年前の

2017 年６月から 2020 年８月の間に赤沼火口北側の観測点では、２～３ nT 程度のわずかな増加が観測

された（第９図）。2019年６月から 2020年８月までの変化と 2017年６月から 2020 年 8月までの変化を

同時には解釈できないが、赤沼火口南側で減少、北側で増加の全磁力分布は、地下の消磁（温度上昇）

を示唆する。 

 

 

 

 

96-1 火口南側で実施している全磁力連続観測によると、全磁力は 2018 年８月頃から

概ね横ばいで推移していたが、2020年４月から５月頃にかけてわずかな減少が観測され

た。また、2020 年８月に実施した全磁力繰り返し観測によると、2019 年６月から 2020

年 8月の間に、赤沼火口南側で全磁力のわずかな減少が観測された。そして、2017年６

月から 2020 年 8 月の間では、赤沼火口北側で全磁力のわずかな増加が観測された。全

磁力変化量は小さいがその変化分布は、地下の消磁（温度上昇）を示唆する。 
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第１図  全磁力観測点配置図 

二重丸  は連続観測点を、一重丸○ は繰り返し観測点（色は第８図と対応。 ：１、２、３、４、

19、36、37、40、43は観測終了）を示す。等高線は 10m間隔。ポンマチ南東（MEA）は 2003年 10月

16日に、ポンマチ南東２（ME2）は 2013年９月 28日に、ポンマチ南東３（ME3）は 2014年９月３日

に観測を開始した。この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値

地図 10mメッシュ（火山標高）』を使用した。（承認番号 平 29情使、第 798号） 
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第２図 ポンマチ南東（MEA）と女満別観測施設（MMB）の全磁力日平均値差（2003 年 10月 16日～2020

年 11月 20日） 

全磁力単純差（第５図）に年周変化（第６図）及び磁気嵐等の影響（第７図）の補正を加えた結果。 

第３図 連続観測点（MEA、ME2、ME3）と女満別観測施設（MMB）の全磁力日平均値差（2013年 10月 

１日～2020 年 11 月 20日）およびオンネトー南東観測点における日別地震回数 

年周変化（第６図）及び磁気嵐等の影響（第７図）を補正済み。矢印↓は火山性微動の発生日を示

す。図中の縦破線は、本文中で触れた全磁力繰り返し観測実施時期を示す。 

第４図 連続観測点（MEA、ME2、ME3）相互の全磁力日平均値差（2013年 10月１日～2020年 11月 20 

日） 

年周変化（第６図）及び磁気嵐等の影響（第７図）を補正済み。矢印↓は火山性微動の発生日を示

す。 
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第５図 ポンマチ南東（MEA）と女満別観測施設（MMB）の全磁力日平均値差（2003年 10月 16日～2020

年 11月 20日） 

年周変化（第６図）及び磁気嵐等の影響（第７図）の補正を行う前の単純差。 

 

 

第６図 連続観測点（MEA、ME3）と女満別観測施設（MMB）の全磁力日平均値差の年周変化 

ME2 の年周変化は小さく不明瞭のため図示していない。 

 

 

第７図 磁気嵐等による全磁力差（MEA-MMB）への影響量 

 磁気嵐の際には観測点と参照点とでほぼ共通の大きな外部磁場が加わるが、観測点毎の偏角・伏角の

差異によって全磁力の変化量は異なる（DI 効果）。この磁気嵐等による全磁力差への影響量を女満別

観測施設の地磁気水平成分（HMMB）を用いて推定した。（2003年 10月 16日～2020年 11月 20日） 

係数 Cは、MEAで 0.0242、ME2で 0.0191、ME3で 0.0327。 
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第８図 繰り返し観測値（2019 年 6月～2020 年 8月） 

・観測点番号の表示している点で 2020年 8月に観測を実施した。 

・観測値（カラーバー）は 2019 年と 2020 年の両方に観測値がある場合に表示している。 

・No.32 のように標高の高い観測点では、地下の熱源から距離が遠くなるため、通常変化が小さいが、

今回の観測結果は変化が大きかった。この原因は不明である。 

・赤沼火口南側で減少、北側で増加の全磁力分布は、地下の消磁（温度上昇）を示唆するが、今回の観

測値を 1点の消磁ソースで説明することは難しい。 

・この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図 50mメッシュ（標

高）』を使用した。（承認番号 平 29 情使、第 798号） 
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第９図 繰り返し観測値（2017 年 6月～2020 年 8月） 

・2020 年 7 月に北西斜面 06 噴気孔列や赤沼 06 火口群で噴気活動がやや活発になったことを受けて、3

年ぶりに赤沼北側の観測点で観測を行った。 

・観測値（カラーバー）は 2017 年と 2020 年の両方に観測値がある場合に表示している。 

・観測値（カラーバー）のスケールは第８図と異なる。 

・赤沼火口北側の No.38、No.39、No.49、No.50の 4点については、2017年 6月から 2020年 8月の 3年

間に 2～3 nTの全磁力の増加傾向が観測されている。 

・この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図 50mメッシュ（標

高）』を使用した。（承認番号 平 29 情使、第 798号） 

 

A

A'

BB'

B'B

'
A

A

A

A'

BB'

B'B

'
A

A

13

14

17

18

20

21

23

25

26

32

33
34

35

38
39

42

49

50

MEA

ME2

ME3

地磁気変化[nT]

4.00

144.005 144.010 144.015

43.380

43.385

0.4[km]

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

[km]

1
.
1

1
.
2

1
.
3

1
.
4

1
.
5

[
k
m
]

赤沼 

火口 

37



第 147回火山噴火予知連絡会                     気象庁地磁気観測所 

雌阿寒岳 

 

第 10図 繰り返し観測点における全磁力変化（MMB基準、1992 年９月～2020年８月） 

 各繰返し観測実施日における連続観測点の値もプロットしてある（観測点の色は図１と対応）。 

点線は地形変化や観測地点変更がある場合、破線は観測間隔が 1年を越える場合を示す。 

  *1：地形変化の影響があると思われる（No.7,29） 

  *2：観測点の位置変更による影響があると思われる（No.32） 
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（田中）

図 2．繰り返し観測点における2013年から2020年までの全磁力変化．

図 1．ナカマチネシリ周辺の 2 0 1 9 年 9 月から 2 0 2 0 年 9 月までの全磁力変化．日変化補正の
参照点データとして気象庁地磁気観測所女満別の毎秒値を使用した．本図の作成には，
国土地理院のオンライン地図画像を使用した．

第147回火山噴火予知連絡会

雌阿寒岳

北海道大学

○ナカマチネシリ周辺の全磁力変化

雌阿寒岳
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　2014年からナカマチネシリ火口の地下浅部における消磁を示唆する全磁力変化が
継続しており，2019年9月から2020年9月の期間においてもその傾向に変化はない．
2017年ごろからの全磁力変化の加速は，消磁源の深化と消失磁気モーメントレートの
増大によるものと解釈できる．
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雌阿寒岳・雄阿寒岳

雌阿寒岳・雄阿寒岳周辺の各観測局情報

雌阿寒岳･雄阿寒岳周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

雌阿寒岳・雄阿寒岳

国土地理院・気象庁第１４７回火山噴火予知連絡会

「阿寒２」－「阿寒１」基線の縮みは2020年４月頃からほぼ停滞していましたが、
８月頃から短縮傾向に戻りました。
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点番号 点名 日付 保守内容
940005 弟子屈 20161021 アンテナ交換

20180220 アンテナ交換
950121 足寄 20160810 伐採

20180220 アンテナ交換
20190219 受信機交換

950124 阿寒１ 20171116 受信機交換
20180301 伐採

960513 阿寒２ 20180228 伐採
020873 陸別 20161220 アンテナ交換
179091 M雌阿寒 20170607 新設
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雌阿寒岳・雄阿寒岳※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院・気象庁第１４７回火山噴火予知連絡会

基線変化グラフ（長期） 基線変化グラフ（短期）

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院・気象庁
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雌阿寒岳・雄阿寒岳※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

第１４７回火山噴火予知連絡会 国土地理院・気象庁

・雌阿寒温泉南２（J057）に関連する基線の「基線変化グラフ」（(11)のグラフ）で2017年４月中旬の値にステップ状
　の変化が生じていますが、低気圧の影響と考えられます。

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院・気象庁

基線変化グラフ（長期） 基線変化グラフ（短期）

2017/06/07 M雌阿寒 観測開始
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(9) 足寄(950121)→Ｍ雌阿寒(179091)　斜距離 基準値：42799.975ｍ
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(10) 弟子屈(940005)→Ｍ雌阿寒(179091)　斜距離 基準値：33038.603ｍ
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(11) 阿寒２(960513)→雌阿寒温泉南２(J057)　斜距離 基準値：9215.484ｍ
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(12) 阿寒２(960513)→ポンマチ南２(J056)　斜距離 基準値：8966.548ｍ

期間: 2015/11/01～2020/11/09 JST
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(10) 弟子屈(940005)→Ｍ雌阿寒(179091)　斜距離 基準値：33038.607ｍ
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(11) 阿寒２(960513)→雌阿寒温泉南２(J057)　斜距離 基準値：9215.498ｍ
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(12) 阿寒２(960513)→ポンマチ南２(J056)　斜距離 基準値：8966.561ｍ

期間: 2019/11/01～2020/11/09 JST
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(13) 阿寒２(960513)→飽別川上流(J055)　斜距離 基準値：10095.273ｍ
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(14) 雌阿寒温泉南２(J057)→ポンマチ南２(J056)　斜距離 基準値：2462.425ｍ
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(15) ポンマチ南２(J056)→飽別川上流(J055)　斜距離 基準値：4514.181ｍ
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(14) 雌阿寒温泉南２(J057)→ポンマチ南２(J056)　斜距離 基準値：2462.435ｍ
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(15) ポンマチ南２(J056)→飽別川上流(J055)　斜距離 基準値：4514.180ｍ
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雌阿寒岳・雄阿寒岳

雌阿寒岳・雄阿寒岳周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図(2)

国土地理院・気象庁第１４７回火山噴火予知連絡会

※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院・気象庁

雌阿寒岳・雄阿寒岳周辺の各観測局情報

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解]
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阿寒２
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飽別川上流
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ポンマチ南２
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雌阿寒温泉南２
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点番号 点名 日付 保守内容
020868 津別 20170531 伐採
950122 鶴居 20190221 受信機交換

20200122 受信機交換
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(1) 足寄(950121)→阿寒２(960513)　斜距離 基準値：45090.806ｍ
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１次トレンド除去後グラフ
期間: 2015/11/01～2020/11/09 JST
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１次トレンド除去後グラフ
期間: 2015/11/01～2020/11/09 JST 計算期間: 2013/04/01～2015/04/01
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雌阿寒岳・雄阿寒岳※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院・気象庁第１４７回火山噴火予知連絡会

国土地理院・気象庁●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解]
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１次トレンド除去後グラフ
期間: 2015/11/01～2020/11/09 JST 計算期間: 2013/04/01～2015/04/01
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(5) 足寄(950121)→Ｍ雌阿寒(179091)　斜距離 基準値：42799.975ｍ
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(5) 足寄(950121)→Ｍ雌阿寒(179091)　東西 基準値：40715.648ｍ
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(5) 足寄(950121)→Ｍ雌阿寒(179091)　南北 基準値：13168.327ｍ
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雌阿寒岳・雄阿寒岳

国土地理院・気象庁第１４７回火山噴火予知連絡会

国土地理院・気象庁

※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解]

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ947.17435：値準基離距斜　)221059(居鶴→)378020(別陸 )7(

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ292.60364：値準基西東　)221059(居鶴→)378020(別陸 )7(

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ910.73762-：値準基北南　)221059(居鶴→)378020(別陸 )7(

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
8

6

4

2

0

-2

-4

-6

-8

ｍ750.471-：値準基高比　)221059(居鶴→)378020(別陸 )7(

１次トレンド除去後グラフ
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(8) 足寄(950121)→雌阿寒温泉南２(J057)　斜距離 基準値：36087.815ｍ
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(8) 足寄(950121)→雌阿寒温泉南２(J057)　東西 基準値：34136.215ｍ
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(8) 足寄(950121)→雌阿寒温泉南２(J057)　南北 基準値：11684.520ｍ
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(8) 足寄(950121)→雌阿寒温泉南２(J057)　比高 基準値：598.337ｍ

１次トレンド除去後グラフ
期間: 2015/11/01～2020/11/09 JST 計算期間: 2013/04/01～2015/04/01
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雌阿寒岳・雄阿寒岳

雌阿寒岳・雄阿寒岳周辺の地殻変動（水平：１年）　一次トレンド除去

雌阿寒岳・雄阿寒岳周辺の地殻変動（水平：３か月）　一次トレンド除去

国土地理院・気象庁第１４７回火山噴火予知連絡会

基準期間:2020/07/31～2020/08/09[F3:最終解]
比較期間:2020/10/31～2020/11/09[R3:速報解] 計算期間:2013/04/01～2015/04/01

固定局:陸別(020873) 国土地理院・気象庁
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鶴居
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標茶
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白糠

J040
美留和西

J055
飽別川上流

J057
雌阿寒温泉南２

020873
陸別

1㎝

白抜き矢印：保守等によるオフセットを補正

基準期間:2019/10/31～2019/11/09[F3:最終解]
比較期間:2020/10/31～2020/11/09[R3:速報解] 計算期間:2013/04/01～2015/04/01

固定局:陸別(020873) 国土地理院・気象庁
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白抜き矢印：保守等によるオフセットを補正
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国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

雌阿寒岳・雄阿寒岳

雌阿寒岳・雄阿寒岳のSAR干渉解析結果について

(a) 2019/09/02-2020/08/31

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

(b) 2020/06/29-2020/09/07

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点

背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

ノイズレベルを超える変動は見られません。

(a) (b)
衛星名 ALOS-2 ALOS-2

観測日時

2019/09/02 
2020/08/31

23:12頃
(364日間)

2020/06/29
2020/09/07

11:27頃
(70日間)

衛星進行方向 北行 南行
電波照射方向 右(東) 右(西)
観測モード*1 H-H U-U
入射角*2 33.2° 43.8°
偏波 HH HH

垂直基線長 - 125m - 279m

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向

*1 U：高分解能(3m)モード
H：高分解能(6m)モード

*2 雌阿寒岳における入射角
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

大雪山 

大 雪 山 
（2020 年 11 月 30 日現在） 

 
火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認めら

れない。 

噴火予報（活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 
 

○ 概況（2020 年６月～2020 年 11 月 30 日） 

・表面活動（図１-①、図２） 

監視カメラによる観測では、旭岳地獄谷爆裂火口の噴気の高さは火口上 200ｍ以

下で、噴気活動は低調に経過した。 

 

・地震活動（図１-②～④、図３） 

火山性地震は少なく、地震活動は低調に経過した。 

火山性微動は観測されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この資料は気象庁のほか、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び公益財団法人地震予知総合研究

振興会のデータを利用して作成した。 

図１ 大雪山 火山活動経過図（2010 年４月～2020 年 11 月 30 日） 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

大雪山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 大雪山 西側から見た旭岳の状況（11月15日、忠
ちゅう

別
べつ

湖
こ

東
ひがし

監視カメラによる） 

 

 

 

 

 

  

旭岳地獄谷爆裂火口の噴気 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

大雪山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

震央分布図 時空間分布図（南北投影） 

断面図（東西投影） 

旭岳 

深さ 

＊１ ＊２ 

震源は、主に旭岳地獄谷爆裂

火口周辺に分布している 

図３ 大雪山 一元化震源による周辺の地震及び深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2020 年 11 月 30 日、Ｍ≧0.5、深さ 40km 以浅） 
○：1997 年 10 月１日～2020 年５月 31 日の震源 

※2020 年６月１日～2020 年 11 月 30 日で決定された震源は無かった。 

○：深部低周波地震 

＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 

＊２：2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 

2020 年９月以降の震源は、地震観測点の標高を考慮する等した新手法で求められている。 

2020 年４月 18 日から 10 月 23 日までの地震について、暫定的に震源精査の基準を変更してい

るため、その前後の期間と比較して微小な地震での震源決定数の変化（増減）が見られる。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ(標高)」を使用した。 

 

Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

大雪山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 大雪山 観測点配置図 
＋は観測点の位置を示す 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ(標高)」を使用した。 

51



大雪山※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

大雪山

大雪山周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

国土地理院

(注)「東川」で冬季に見られる飛び値は、凍上現象によると思われます。

ＧＮＳＳ連続観測結果には特段の変化は見られません。

第１４７回火山噴火予知連絡会
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(1) 上川(960510)→東川(020867)　斜距離 基準値：16382.552ｍ
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(2) 美瑛(940007)→東川(020867)　斜距離 基準値：25985.299ｍ

2016/08/16 伐採

2016/1/1 7/1 2017/1/1 7/1 2018/1/1 7/1 2019/1/1 7/1 2020/1/1 7/1

㎝
4
3
2
1
0

-1
-2
-3
-4
-5

(3) 白滝(020863)→東川(020867)　斜距離 基準値：40147.886ｍ
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(4) 留辺蘂(020866)→東川(020867)　斜距離 基準値：47840.079ｍ

基線変化グラフ
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院
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国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

大雪山

* U：高分解能(3m)モード
H：高分解能(6m)モード

大雪山のSAR干渉解析結果について

(a) 2019/08/05-2020/08/03

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

(b) 2020/06/20-2020/08/29

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA
背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

ノイズレベルを超える変動は見られません。

(a) (b)
衛星名 ALOS-2 ALOS-2

観測日時

2019/08/05 
2020/08/03

23:12頃
(364日間)

2020/06/20
2020/08/29

11:34頃
(70日間)

衛星進行方向 北行 南行
電波照射方向 右(東) 右(西)
観測モード* H-H U-U
入射角 26.5° 41.4°
偏波 HH HH

垂直基線長 - 229m - 68m

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

樽前山 

樽 前 山 

（2020 年 11 月 30 日現在） 

 

火山活動は概ね静穏に経過している。一方、山頂溶岩ドーム周辺では、

1999 年以降、高温の状態が続いているので、突発的な火山ガス等の噴出に

注意が必要である。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変

更はない。 

 

 

○ 概況（2020 年６月～2020 年 11 月 30 日） 

・表面活動（図１①～⑥、図２～６） 

６月17日及び18日に現地調査を実施した。山頂溶岩ドーム周辺の噴気等の状況に

変化はなく、赤外熱映像装置による観測では、地表面温度分布の状況に変化はなか

った。 

監視カメラによる観測では、Ａ火口、Ｂ噴気孔群、Ｅ火口及びＨ亀裂東壁の噴気

の高さは火口縁上100ｍ以下で、噴気活動は低調に経過した。 

 

・地震活動（図１-⑦～⑨、図７～８） 

地震活動は低調に経過した。地震は山頂溶岩ドーム直下の標高１km～海面下０km

付近及び山体西側の海面下２～３km付近で発生した。 

火山性微動は観測されなかった。 

 

・地殻変動（図９） 

GNSS連続観測及び傾斜観測では、火山活動によると考えられる地殻変動は認めら

れない。 

 

・全磁力変動（図 10） 

地磁気全磁力連続観測では、溶岩ドーム直下での帯磁傾向を示す全磁力変化が観

測されている。溶岩ドーム直下で高温領域の縮小または温度低下、あるいは両者が

進行していると考えられる。 

  

この資料は気象庁のほか、国土交通省北海道開発局、国土地理院、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研

究所、国立研究開発法人産業技術総合研究所、北海道、地方独立行政法人北海道立総合研究機構エネルギー・環境・

地質研究所及び公益財団法人地震予知総合研究振興会のデータを利用して作成した。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

樽前山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図１ 樽前山 火山活動経過図（1967 年１月～2020 年 11 月 30 日） 

＊１：機器更新のため、2018 年以降はそれ以前と比較して温度が低く観測される場合がある。 

１) 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

樽前山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 樽前山 南側から見た山頂部の状況（11月28日、別々川監視カメラによる） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｅ火口の噴気 

Ｈ亀裂東壁の噴気 

Ａ火口の噴気 

 

Ｂ噴気孔群の噴気 

図３ 樽前山 山頂溶岩ドーム周辺図と赤外熱映像及び写真の撮影方向（矢印） 

この地図の作成には国土地理院発行の「電子地形図（タイル）」を複製した。 

 

② 

Ｂ噴気孔群 

Ｈ亀裂 

Ｅ火口 

Ａ火口 

①  

③ 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

樽前山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 樽前山 赤外熱映像装置によるＡ火口の地表面温度分布の比較 

南側（図３-①）から撮影 

・Ａ火口では、前回の観測（2019年５月14日）と比べて地表面温度分布に変化は認められていな

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天気：薄曇 気温：12℃ 

2019 年５月 14日 

天気：晴 気温：18℃ 

2020 年６月 17日 

図５ 樽前山 赤外熱映像装置によるＢ噴気孔群の地表面温度分布の比較 
南西側（図３-②）から撮影 

・Ｂ噴気孔群では、前回の観測（2019年５月15日）と比べて地表面温度分布に変化は認

められていない。 

2020 年６月 17日 10 時 55 分 

天気：曇 気温：12℃ 2020 年６月 17日 

2019 年５月 15日 11 時 50 分 

天気：曇 気温：10℃ 2019 年５月 15日 

Ｂ噴気孔群 

Ｂ噴気孔群 

2019 年５月 14日 15 時 17 分 

2020 年６月 17日 13 時 05 分 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

樽前山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 樽前山 赤外熱映像装置によるＨ亀裂東壁の地表面温度分布の比較 
東側（図３-③）から撮影 

・Ｈ亀裂東壁では、前回の観測（2019年５月15日）と比べて地表面温度分布に変化は認められて

いない。 

 
 
 
 
 

  

天気：晴 気温：18℃ 

2020 年６月 17日 

天気：曇 気温：16℃ 

2019 年５月 15日 

2020 年６月 17日 14 時 00 分 

2019 年５月 15日 11 時 08 分 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

樽前山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山頂溶岩ドーム直下の地震 山体西側の地震 

図７ 樽前山 震源分布図（2002 年 11 月～2020 年 11 月 30 日） 
●：2002 年 11 月１日～2020 年５月 31 日の震源 

●：2020 年６月１日～2020 年 11 月 30 日の震源 

×：2013 年６月下旬～７月上旬に観測された傾斜変化からグリッドサーチで求めた膨張源の位置 

＋は地震観測点を示す。 

一部観測点の欠測のため震源決定数や震源精度は一定ではない。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・膨張性の地殻変動があった直後の 2013 年７月上旬から８月にかけて、山体西側で地震が増加

し、その後も低調だが地震活動が継続している。 

震央分布図 時空間分布図（南北投影） 

深さの時系列分布図 

時空間分布図（東西投影） 

深さ 深さ 断面図（東西投影） 
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樽前山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時空間分布図（南北投影） 
＊１ 

支笏湖 

震央分布図 
＊２ 

風不死岳 

樽前山 

領域 a 

樽前山の西側 

図８ 樽前山 一元化震源による周辺の地震及び深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2020 年 11 月 30 日、Ｍ≧1.0、深さ 40km 以浅） 
○：1997 年 10 月１日～2020 年５月 31 日 

○：2020 年６月１日～2020 年 11 月 30 日 

○：深部低周波地震 

＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 

＊２：2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 

2020 年４月 18 日から 10 月 23 日までの地震について、暫定的に震源精査の基準を変更している

ため、その前後の期間と比較して微小な地震での震源決定数の変化（増減）が見られる。 

2020 年９月以降の震源は、地震観測点の標高を考慮する等した新手法で求められている。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・樽前山の南西側の領域（領域 a）及び西側の領域を震源とする地震活動は、2014 年以降は低

下傾向にある。 

恵庭岳 

断面図（東西投影） 
深さ 

最近の樽前山西側のＭ－Ｔ図及び回数積算図 

最近の領域 aのＭ－Ｔ図及び回数積算図 
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樽前山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 樽前山 GNSS 連続観測による基線長変化（2008 年１月～2020 年 11 月 30 日）及び観測点配置図 
GNSS 基線①～⑧は観測点配置図の①～⑧に対応している。 

空白部分は欠測を示す。 

＊１：緑破線内の変化は、機器更新による。 

＊２：黒線内の変化は、2014年７月８日の胆振地方中東部の地震（M5.6）による。 

＊３：青破線内の変化は、南西山麓観測点の局所的な変動による。 

＊４：赤破線内の変化は、北山腹観測点の局所的な変動による。 

2010 年 10 月及び 2016 年１月に解析方法を変更している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・GNSS 連続観測では、火山活動によると考えられる地殻変動は認められない。 

＊1 

＊2 

＊2 

＊2 

＊1 

（国）：国土地理院 

⑧ 

＊3 

＊3 

＊4 

＊4 
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図 10 樽前山 全磁力連続観測点で観測された全磁力変動（2015 年 12 月～2020 年 11 月 30 日） 

及び観測点配置図 
この地図の作成には国土地理院発行の「電子地形図（タイル）」を複製した。 

溶岩ドームの北東約８km にある参照点で観測された全磁力値を基準とした場合の 

00:00 から 02:59（JST）での日平均値を示す。 

グラフの空白部分は欠測を示す。 

・溶岩ドーム直下での帯磁傾向を示す全磁力変化が観測されている。溶岩ドーム直下で高温領

域の縮小または温度低下、あるいは両者が進行していると考えられる。 

 

北東山腹 

ドーム北２ 

ドーム北３ 

ドーム南西 

ドーム南 

ドーム南東 
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図 11 樽前山 観測点配置図 
＋は観測点の位置を示す。 

気象庁以外の機関の観測点には以下の記号を付している。 

（開）：国土交通省北海道開発局 

（国）：国土地理院 

（北）：北海道大学 

（防）：国立研究開発法人防災科学技術研究所 

（道）：北海道 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 
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樽前山

北海道大学

○火山性地震活動

　山頂火口原直下で発生している微小地震の活動度には大きな変化は見られない．山
体西方での地震活動も依然として継続しているが，こちらも発生頻度や発生域に特段
の変化はない．樽前山北側の風不死岳直下を震源とする地震活動が8-9月に認められ
た．

（※2013年9月以降は一部未処理）
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第 147 回火山噴火予知連絡会  防災科学技術研究所 

樽前山 

 

樽前山の火山活動について 

 
この地図の作成にあたっては、国土地理院発行の 

数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

 

TMMV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

TMNV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

TMSV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

 

 

資料概要 

○ 地殻変動 

TMMV-TMSV の GNSS 基線長変化は(図３上段)は、観測を開始した 2014 年から、2mm/year 程度

の長期的な伸長が続いている。 
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樽前山 
 

 
 

 
 

図 1 樽前山の傾斜変動 
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樽前山 
 

防災科学技術研究所 GNSS 観測点及び国土地理院 GEONET で得られた、 

2019 年 10 月 1 日－2020 年 9 月 30 日の地殻変動【苫小牧（0136）固定】 
  

 

図 2 樽前山の GNSS 解析結果ベクトル図. 

（上段：水平成分、下段：上下成分）  
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樽前山 
 

 

 

 
図 3 樽前山錦大沼(TMNV), モラップ山(TMMV), 支寒内火山観測点(TMSV)間の 

基線長の変化図. 2014/4/1～2020/9/30 

 

 

 

 

 
 

68



樽前山

樽前山周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

樽前山

国土地理院

ＧＮＳＳ連続観測結果には特段の変化は見られません。

第１４７回火山噴火予知連絡会

42°45’

42°40’

42°35’

141°10’ 141°20’ 141°30’

樽前山

恵庭岳

109077
Ｍ樽前山Ａ

950135
大滝 950136

苫小牧

950139
白老

960523
千歳

8

75

6

2

4

1

3

㎞010
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樽前山※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

(注)「Ｍ樽前山Ａ」について
・2016年12月下旬に雪と思われる影響によりステップが生じています。
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院

基線変化グラフ（長期） 基線変化グラフ（短期）
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国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

樽前山

* U：高分解能(3m)モード
H：高分解能(6m)モード

樽前山のSAR干渉解析結果について

(a) 2020/06/25-2020/09/03

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

(b) 2019/09/12-2020/09/10

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点

背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

ノイズレベルを超える変動は見られません。

(a) (b)
衛星名 ALOS-2 ALOS-2

観測日時

2020/06/25 
2020/09/03

11:41頃
(70日間)

2019/09/12 
2020/09/10

23:26頃
(364日間)

衛星進行方向 南行 北行
電波照射方向 右(西) 右(東)
観測モード* U-U H-H
入射角 38.9° 37.0°
偏波 HH HH

垂直基線長 - 229m + 116m

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

倶多楽 

倶 多 楽 
（2020 年 11 月 30 日現在） 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認めら

れない。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変

更はない。 

○ 概況（2020 年６月～2020 年 11 月 30 日）

・表面活動（図１-①、図２～７）

７月 15 日及び 17 日に現地調査を実施した。日和山や笠山、虚無地獄等の熱活動

の状況や地表面温度分布に変化はなかった。熱活動の活発化により、2018 年頃から

地中温度の高温域の拡大がみられた笠山では、2019 年夏頃から高温域の拡大が停滞

し、地中温度の高い状態を維持している。 

監視カメラによる観測では、日和山爆裂火口の噴気の高さは 100ｍ以下で、噴気

活動は低調に経過した。 

・地震活動（図１-②、図８，９）

10月10日及び11月17日から21日にかけて、一時的に地震が増加した。また９月15日

には、マグニチュード2.4（暫定値）の地震が発生し、登別市鉱山で震度１を観測し

た。これらの地震は、主に日和山の北西約３km付近で発生した。 

火山性微動は観測されなかった。 

・地殻変動（図 10，11）

７月15日から17日にかけてGNSS繰り返し観測を実施した。笠山を基点とする基線で、

2018年４月から2019年４月にかけて笠山周辺の局所的な変動と考えられる伸びの変

化がみられていたが、2019年４月から2020年７月にかけてはほぼ停滞していた。 

GNSS連続観測では、倶多楽周辺で2017年頃から観測されている基線長の変化が継続

している。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

倶多楽 

図１ 倶多楽 火山活動経過図（2004 年７月～2020 年 11 月 30 日） 
図中の灰色の期間は、機器障害のため欠測 

図２ 倶多楽 南南西側から見た日和山、大湯沼及び地獄谷周辺の状況 

（2020年11月30日、414ｍ山監視カメラによる） 

地獄谷 
大湯沼 

日和山山頂爆裂火口の噴気 

笠山 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

倶多楽 

図３ 倶多楽 周辺図と写真の撮影方向（矢印） 
この地図の作成には国土地理院発行の「電子地形図（タイル）」を複製した。 

 

 

図４ 倶多楽 日和山山頂爆裂火口の地表面温度分布 
東側（図３の青矢印）から撮影 

・2019年４月の観測結果と比べて変化はなかった。

2018 年４月 26日 

H-1 噴気孔
H-1 右上方噴気孔

2020 年７月 15日 11 時 00 分 

天気：曇 気温：16℃ 

2019 年４月 22日 13 時 00 分 

天気：快晴 気温：16℃ 

2020 年７月 15日 

H-1 噴気孔
H-1 右上方噴気孔

2019 年４月 22日 

虚無地獄 

笠山 
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倶多楽 

図５ 倶多楽 日和山山頂爆裂火口北西側噴気孔の噴気温度の推移（1994年～2020年） 

・2007年以降やや高い状態が続いている。

図６ 倶多楽 笠山、虚無地獄、大湯沼の地表面温度分布 
北西側（図３の赤矢印）から撮影 

 

笠山 
笠山 

虚無地獄 虚無地獄 

2019 年７月８日 11 時 13 分 曇 16℃ 2019 年７月８日 

2020 年７月 15 日 2020 年７月 15 日 11 時 00 分 曇 16℃ 

笠山 笠山 

虚無地獄 虚無地獄 

・2020年７月の観測では、2019年７月の観測結果と比較して笠山

と虚無地獄および大湯沼の地表面温度分布に変化はなかった。
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倶多楽 

図７ 倶多楽 笠山の地中温度推移および地中温度分布の変化（1989～2020年） 
基点から東西南北方向の測線上１～５ｍ間隔で、地表面から50cmの深さの地中温度を、熱電対温度

計を用いて測定している。 

・基点における地中温度は、概ね90℃以上の高い温度を維持している。

・地中温度が概ね90℃以上となる高温域は、2018年４月から2019年６月にかけて顕著に拡大

し、その後大きな変化はない。

Ａ Ｂ 基点 

石

垣 

Ｃ Ｄ 基点 DC

測線上の地中温度分布の変化（2018年４月～2020年７月） 

A B 

基点 

虚無地獄 

笠山 

Ｄ 

Ｃ 

Ｂ 

Ａ 

地中温度の測定を行った地点・測線の位置図及び基点での地中温度推移（1989～2020 年） 

青ハッチは、植生の枯死領域のおおよその広がりを示す。黒矢印は、測線観測の測線の位置を示

す。この地図の作成には国土地理院発行の「電子地形図（タイル）」を複製した。 
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倶多楽 

図８ 倶多楽 一元化震源による周辺の地震及び深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月１日～2020 年 11 月 30 日、Ｍ≧0.8、深さ 40km 以浅） 
○：1997 年 10 月１日～2020 年５月 31 日

○：2020 年６月１日～2020 年 11 月 30 日

○：深部低周波地震

＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。

＊２：2010 年９月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。

2020 年４月 18 日から 10 月 23 日までの地震について、暫定的に震源精査の基準を変更しているた

め、その前後の期間と比較して微小な地震での震源決定数の変化（増減）が見られる。

2020 年９月以降の震源は、地震観測点の標高を考慮する等した新手法で求められている。

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ(標高)」を使用した。

日和山 

震央分布図 時空間分布図（南北投影） 

断面図（東西投影） 深さ 

＊１ ＊２ 

Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 

＊１ 

＊１ ＊２ 

＊２ 
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倶多楽 

図９ 倶多楽 一元化震源による日和山周辺の地震 

（1997 年 10 月１日～2020 年 11 月 30 日、Ｍ≧0.8、深さ 15km 以浅） 
○：1997 年 10 月１日～2020 年５月 31 日

○：2020 年６月１日～2020 年 11 月 30 日

＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。

＊２：2010 年９月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。

2020 年４月 18 日から 10 月 23 日までの地震について、暫定的に震源精査の基準を変更しているた

め、それ以前と比較して微小な地震での震源決定数の変化（増減）が見られる。

2020 年９月以降の震源は、地震観測点の標高を考慮する等した新手法で求められている。

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ(標高)」を使用した。

・今期間、地震は主に日和山の北西約３km付近の深さ海面下０～７㎞に震源が求まっている。

日和山 

震央分布図 時空間分布図（南北投影） 

断面図（東西投影） 
深さ 

＊１ ＊２ 

Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 

2020年９月15日 18時20分 

３㎞ M2.4 最大震度:１ 

＊１ ＊２ 

火口想定域 
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倶多楽 

図10 倶多楽 GNSS繰り返し観測による基線長変化（2007年８月～2020年７月）及びGNSS観測点配置図 

GNSS基線①～③は左の観測点配置図①～③の基線に対応している。 

今回の観測にて椿の沢観測点は正常なデータが得られなかったため、椿の沢観測点と各観測点間の

基線長の算出は行っていない。 

・③の基線で、2016 年以降縮みの変化が認められる。

・笠山を基点とする①、②の基線で、2018 年４月から 2019 年４月にかけて笠山周辺の局所的な

変動と考えられる伸びの変化がみられていたが、2019 年４月から 2020 年７月にかけてほぼ停

滞した。

笠山 

100 m

③ 

①

② 

日和山東 

日和山 

笠山 
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倶多楽 

図 11 倶多楽 GNSS 連続観測による基線長変化（2010 年 10 月～2020 年 11 月）及び観測点配置図 
GNSS 基線①～⑤は観測点配置図の①～⑤に対応している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

③の GNSS 基線は「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」及び「平成 30 年北海道胆振東部

地震」に伴うステップを補正している。

・倶多楽周辺で、2017 年頃から観測されている基線長の変化は継続している。

（国）：国土地理院 

④ 

⑤
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倶多楽 

図 12 倶多楽 観測点配置図 
広域図内の□は拡大図の範囲を示す。 

＋は観測点の位置を示す。 

気象庁以外の機関の観測点は以下の記号を付している。 

（国）：国土地理院 

（北）：北海道大学 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 
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倶多楽

倶多楽周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

倶多楽

2020 年始め頃から、倶多楽を取り囲む基線でわずかな伸びが見られます。

第１４７回火山噴火予知連絡会

倶多楽周辺の各観測局情報

国土地理院・気象庁

42°40’

42°30’

141°00’ 141°10’ 141°20’

倶多楽

950135
大滝

950139
白老

970792
登別

J120
日和山東

J121
登別温泉北西 1

2

6

3

5

7

4

0 10㎞

点番号 点名 日付 保守内容
950135 大滝 20171121 受信機交換
950139 白老 20181001 伐採

20190204 受信機交換
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倶多楽※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

第１４７回火山噴火予知連絡会 国土地理院・気象庁

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院・気象庁

基線変化グラフ（長期） 基線変化グラフ（短期）

2018/10/01 伐採

2018/09/06 M6.7

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

ｍ261.16172：値準基離距斜　)297079(別登→)931059(老白 )1(

2018/09/06 M6.7

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

ｍ653.28472：値準基離距斜　)297079(別登→)531059(滝大 )2(

2018/10/01 伐採

2018/09/06 M6.7

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

ｍ470.62962：値準基離距斜　)931059(老白→)531059(滝大 )3(

2018/10/01 伐採
2018/09/06 M6.7

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(4) 白老(950139)→日和山東(J120)　斜距離 基準値：18116.362ｍ

期間: 2015/11/01～2020/11/09 JST

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

ｍ961.16172：値準基離距斜　)297079(別登→)931059(老白 )1(

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

ｍ263.28472：値準基離距斜　)297079(別登→)531059(滝大 )2(

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

ｍ280.62962：値準基離距斜　)931059(老白→)531059(滝大 )3(

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(4) 白老(950139)→日和山東(J120)　斜距離 基準値：18116.375ｍ

期間: 2019/11/01～2020/11/09 JST

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2018/09/06 M6.7

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(5) 大滝(950135)→日和山東(J120)　斜距離 基準値：19105.628ｍ

2018/09/06 M6.7

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(6) 登別(970792)→登別温泉北西(J121)　斜距離 基準値：9977.748ｍ

2018/09/06 M6.7

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(7) 登別温泉北西(J121)→日和山東(J120)　斜距離 基準値：1029.599ｍ

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(5) 大滝(950135)→日和山東(J120)　斜距離 基準値：19105.646ｍ

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(6) 登別(970792)→登別温泉北西(J121)　斜距離 基準値：9977.753ｍ

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(7) 登別温泉北西(J121)→日和山東(J120)　斜距離 基準値：1029.583ｍ

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

83



倶多楽

国土地理院・気象庁第１４７回火山噴火予知連絡会

倶多楽周辺の地殻変動（水平：１年間）

固定局:伊達(960526) 国土地理院・気象庁

基準期間:2019/10/31～2019/11/09[F3:最終解]
比較期間:2020/10/31～2020/11/09[R3:速報解]

42°30’

141°00’

倶多楽

061150
壮瞥Ａ

109077
Ｍ樽前山Ａ

950135
大滝

950139
白老

970792
登別

J120
日和山東

J121
登別温泉北西

960526
伊達

1㎝
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国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

倶多楽

* U：高分解能(3m)モード
H：高分解能(6m)モード

倶多楽のSAR干渉解析結果について

(a) 2020/06/25-2020/09/03

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

(b) 2019/09/12-2020/09/10

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA
背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

ノイズレベルを超える変動は見られません。

(a) (b)
衛星名 ALOS-2 ALOS-2

観測日時

2020/06/25 
2020/09/03

11:41頃
(70日間)

2019/09/12 
2020/09/10

23:26頃
(364日間)

衛星進行方向 南行 北行
電波照射方向 右(西) 右(東)
観測モード* U-U H-H
入射角 39.8° 35.4°
偏波 HH HH

垂直基線長 - 229m + 116m

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向

○ 国土地理院以外のGNSS観測点
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

有珠山 

有 珠 山 
  （2020 年 11 月 30 日現在） 

 

火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認め 

られない。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に 

変更はない。 
 

○ 概況（2020 年６月～2020 年 11 月 30 日） 

・表面活動（図１-①～④、図２～４） 

10月６～８日に現地調査を実施した。山頂火口原Ｉ
アイ

火口及び昭和新山では、長期

的な熱活動の低下傾向が続いている。その他の火口も含め、昨年と比較して活動状

況に変化は認められなかった。 

山頂火口原からの噴気の高さは火口縁上 200ｍ以下で、噴気活動は低調に経過し

た。 

 

・地震活動（図１-⑤、図５～６） 

火山性地震は少なく、地震活動は低調に経過した。地震は山頂火口原の海面下１

km 付近及び３km 付近で発生した。 

火山性微動は観測されなかった。 

 

・地殻変動（図７） 

GNSS 連続観測および 10 月に実施した繰り返し観測では、火山活動の高まりを示

すような変化は認められていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

この資料は気象庁のほか、国土地理院、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び公益財団法人

地震予知総合研究振興会のデータを利用して作成した。 
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有珠山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１ 有珠山 火山活動経過図（1965 年１月～2020 年 11 月 30 日） 

 

図２ 有珠山 北西側から見た山体の状況（2020年11月25日、月浦監視カメラによる） 

２) ２) 

山頂火口原の噴気 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

有珠山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2019年 10月 15日 
2019 年 10 月 15 日 15 時 56 分 
天気：快晴 気温：11℃ 

図４ 有珠山 赤外熱映像装置による山頂火口原の地表面温度分布 

図３の赤矢印から撮影 

・前回（2019年10月15日）の観測と比べて地表面温度分布に特段の変化はなかった。 

I 火口 

I 火口 

小有珠南東麓 

銀沼火口 

図３ 有珠山 周辺図と写真及び赤外熱映像の撮影方向（矢印） 

I 火口 
I 火口 

小有珠南東麓 

銀沼火口 

2020 年 10 月７日 
2020 年 10 月７日 12 時 16 分 
天気：曇 気温：14℃ 

88



第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

有珠山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図５ 有珠山 震源分布図（2002 年 10 月～2020 年 11 月 30 日） 
●：2002 年 10 月１日～2020 年５月 31 日の震源 

●：2020 年６月１日～2020 年 11 月 30 日の震源 

＋は地震観測点を示す。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・地震は山頂火口原の海面下１km付近及び３km付近で発生した。 

時空間分布図（南北投影） 震央分布図 

断面図（東西投影） 
深さ 深さ 

2011年10月１日から気象庁以外
の機関の観測点も計算に使用 

深さの時系列分布図 

 
昭和新山 

山頂火口原 
洞爺湖 
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有珠山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図６ 有珠山 一元化震源による深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2020 年 11 月 30 日、Ｍ≧0.8、深さ 40km 以浅） 
＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 
＊２：2010 年 10 月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 

2020 年９月以降の震源は、地震観測点の標高を考慮する等した新手法で求められている。 

2020 年４月 18 日から 10 月 23 日までの地震について、暫定的に震源精査の基準を変更している

ため、その前後の期間と比較して微小な地震での震源決定数の変化（増減）が見られる。 
この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

有珠山 

Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 

＊１ 
 

断面図（東西投影） 深さの時系列分布図 

エネルギー積算図 

震央分布図 

洞爺湖 

内浦湾 

＊２ 

深さ 深さ 

＊１ 
 

＊２ 

＊１ 
 

＊２ 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

有珠山 

図７ 有珠山 GNSS 連続観測による基線長変化（2001 年４月～2020 年 11 月 30 日）及び観測点配置図 
GNSS 基線①～⑥は観測点配置図の①～⑥に対応している。 

GNSS 基線の空白部分は欠測を示す。 

2010 年 10 月及び 2016 年１月に解析方法を変更している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・観測開始（2001年）以降、有珠山山頂部を挟む②の基線での収縮は現在も続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（国）：国土地理院 
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図８ 有珠山 観測点配置図 
＋は観測点の位置を示す。 

気象庁以外の機関の観測点には以下の記号を付している。 

（国）：国土地理院 

（北）：北海道大学 

（防）：国立研究開発法人防災科学技術研究所 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 北海道大学

有珠山

○山頂火口原の全磁力変化

（橋本）
有珠山

　2008 年に始めた全磁力反復測量により，山頂火口原では明瞭な帯磁パターンが見られ
ていた．2015 年以降は観測を中断していたが，2019 年 10 月にいくつかの地点で再測定
したところ，この着磁傾向がほぼ同じ変化率で継続しているらしいことを第 145 回予知
連資料で報告した．2020 年 10 月にさらに多くの地点で再測定したところ，このことが
改めて明瞭に確認できた．観測結果は，銀沼火口直下の深さ約 500m付近で長期にわたっ
て緩慢な温度低下が継続していることを示唆している．

図１（上）　2015 年から 2020 年の全磁
力反復測量に基づいて算出した各地点の
平均変化率（色付きのバー）．白抜きの
バーは星印で示した位置に置いた磁気双
極子モデルによる計算値．灰色の地点は
欠測．S24 地点のみ全体の傾向から大き
く外れているが，原因は不明．右のグラ
フは S07 地点における時系列．参照点は
三豊（観測領域から北西約 4km）．
　上記モデルの双極子モーメントは，
1.6×107 Am2（南側の帯磁源）および
5.1×104 Am2（北側の帯磁源）である．

図２（下）　2008 年から 2010 年の測量
に基づく初期の観測結果．

500m

obs
mdl

+10nT/y-10nT/y

2008年8月～2010年9月

S14

S13

S01

S02

S03

S05

S04

S06
S07

S08

S09

S23

S10

S11

S12

S15
S16

S17

S18

S19

S20S21

S22

帯磁源
d=500m

帯磁源
d=100m

使用データ
2015～2020

使用データ
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○火山性地震活動

　山頂火口原内の浅い部分での微小地震活動には変化は認められない．一部に，昭和新山近
傍の浅い部分を震源とする極小規模な地震活動が確認された．

有珠山

（※2013年9月以降は一部未処理）
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第 147 回火山噴火予知連絡会  防災科学技術研究所 

有珠山 

 

有珠山の火山活動について 

 
この地図の作成にあたっては、国土地理院発行の 

数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

 

USSV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

USOV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

USIV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

 

 

資料概要 

○ 地殻変動 

火山活動に関連するような顕著な地殻変動は認められない。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会                  防災科学技術研究所 

有珠山 

 
 

 
 

図 1 有珠山の傾斜変動 
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第 147 回火山噴火予知連絡会                  防災科学技術研究所 

有珠山 

防災科学技術研究所 GNSS 観測点及び国土地理院 GEONET で得られた 

2019 年 10 月 1 日-2020 年 9 月 30 日の地殻変動【大滝（0135）固定】 

 
図 2 有珠山周辺の GNSS 解析結果 

（上段：水平成分、下段：上下成分） 
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第 147 回火山噴火予知連絡会                  防災科学技術研究所 

有珠山 

 

 

 

図 3 防災科研観測点 3 点（壮瞥，大平，泉の沢）間の基線長変化． 

2014/11/1～2020/9/30 
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有珠山※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

有珠山周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

有珠山

国土地理院

ＧＮＳＳ連続観測結果には特段の変化は見られません。

第１４７回火山噴火予知連絡会

42°32’

42°28’

140°44’ 140°48’ 140°52’ 140°56’

有珠山
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●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院
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国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

有珠山

有珠山のSAR干渉解析結果について

(a)では、大有珠の山頂付近で収縮とみられる衛星から遠ざかる変動が見られます。

(a) 2019/09/05-2020/09/03

(b) 2020/06/25-2020/09/03

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点

背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

* U：高分解能(3m)モード

(a) (b)
衛星名 ALOS-2 ALOS-2

観測日時

2019/09/05
2020/09/03 

11:41頃
(364日間)

2020/06/25
2020/09/03  

11:41頃
(70日間)

衛星進行方向 南行 南行
電波照射方向 右(西) 右(西)
観測モード* U-U U-U
入射角 41.4° 41.4°
偏波 HH HH

垂直基線長 - 26 m - 229 m

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

北海道駒ヶ岳 

北 海 道 駒 ヶ 岳 
  （2020 年 11 月 30 日現在） 

 
火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認めら

れない。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変

更はない。 
 

○ 概況（2020 年６月～2020 年 11 月 30 日） 

・表面活動（図１-①～③、図２～４） 

10月27日に実施した現地調査では、昭和４年火口内でごく弱い噴気が認められた。

現地調査で噴気が認められたのは2017年以来だが、山頂に設置した監視カメラでは時

折観測されている。前回（2019年５月）と比較して、地表面温度分布に特段の変化は

認められなかった。 

山頂に設置した監視カメラによる観測では、昭和４年火口、96年南火口列、明治火

口の噴気が時折観測された。噴気の勢いはごく弱く、噴気活動は低調な状態であった。 

山麓に設置した監視カメラでは、噴気は観測されなかった。 

 

・地震活動（図１-④～⑥、図５～６） 

火山性地震は少なく、地震活動は低調に経過した。 

火山性微動は観測されなかった。 

 

・地殻変動（図７） 

GNSS 連続観測及び傾斜観測では、火山活動によると考えられる地殻変動は認めら

れない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道、森町及び公

益財団法人地震予知総合研究振興会のデータを利用して作成した。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

北海道駒ヶ岳 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 北海道駒ヶ岳 火山活動経過図（1957 年１月～2020 年 11 月 30 日） 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

北海道駒ヶ岳 

 

  

図２ 北海道駒ヶ岳 西南西側から見た火口周辺の状況 

（10月28日、剣ヶ峯監視カメラによる） 

昭和４年火口の噴気 

昭和 17 年火口 

繭形
まゆがた

火口 昭和４年火口 

明治火口 

500ｍ 

昭和 17 年大亀裂 

96 年南火口列 

瓢 形
ひさごがた

火口 

図３ 北海道駒ヶ岳 赤外熱映像及び写真の撮影方向（赤矢印） 

この地図の作成には国土地理院発行の「電子地形図（タイル）」を複製した。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

北海道駒ヶ岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 北海道駒ヶ岳 昭和４年火口内の地表面温度分布 北側（図３の赤矢印）から撮影 

・昭和４年火口内でごく弱い噴気が認められた。現地調査で噴気が認められたのは2017年以

来だが、山頂に設置した監視カメラでは時折観測されている。前回（2019年５月）と比較

して、地表面温度分布（白色破線部）に特段の変化は認められなかった。 

図５ 北海道駒ヶ岳 震源分布図（2002 年 12 月～2020 年 11 月 30 日） 
●：2002 年 12 月１日～2020 年５月 31 日の震源 

●：2020 年６月１日～2020 年 11 月 30 日の震源 

＋は地震観測点 を示す。 

図中の灰色で示した期間は、一部観測点欠測のため震源決定数が減少し精度が低下している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

震央分布図 時空間分布図（南北投影） 

断面図（東西投影） 深さの時系列分布図 深さ 深さ 

2019 年５月 22日 2019 年５月 22日 12 時 49 分 
天気：雨 気温：10℃ 

2020 年 10 月 27 日 2020 年 10 月 27 日 12 時 47 分 
天気：曇 気温：17℃ 

ごく弱い噴気 
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北海道駒ヶ岳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

北海道駒ヶ岳 

震央分布図 

エネルギー積算図 

＊１ 

図６ 北海道駒ヶ岳 一元化震源による深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2020 年 11 月 30 日、Ｍ≧1.0、深さ 40km 以浅） 
＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 

＊２：2010 年９月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 

2020 年９月以降の震源は、地震観測点の標高を考慮する等した新手法で求められている。 

2020 年４月 18 日から 10 月 23 日までの地震について、暫定的に震源精査の基準を変更して 

いるため、その前後の期間と比較して微小な地震での震源決定数の変化（増減）が見られる。

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

深さ 

Ｍ－Ｔ図及び回数積算図 

深さの時系列分布図 断面図（東西投影） 
深さ 

＊２ 

＊１ 

＊１ 

＊２ 

＊２ 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

北海道駒ヶ岳 

  

図７ 北海道駒ヶ岳 GNSS 連続観測による基線長変化（2001 年４月～2020 年 11 月 30 日） 

及び観測点配置図 
GNSS 基線①～⑤は観測点配置図の①～⑤に対応している。 

空白部分は欠測を示す。 

2010 年 10 月及び 2016 年１月に解析方法を変更している。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・火山活動によると考えられる地殻変動は認められなかった。 

（国）：国土地理院 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

北海道駒ヶ岳 

 

図８ 北海道駒ヶ岳 観測点配置図 
＋は観測点の位置を示す。 

気象庁以外の機関の観測点には以下の記号を付している。 

（国）：国土地理院 

（北）：北海道大学 

（防）：国立研究開発法人防災科学技術研究所 

（道）：北海道 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 
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第147回火山噴火予知連絡会

北海道駒ヶ岳

北海道大学

○火山性地震活動

　山頂火口原での微小地震活動は極めて低い状態にあり，火山性地震活動には特段の
変化はない．
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第 147 回火山噴火予知連絡会  防災科学技術研究所 

北海道駒ケ岳 

 

北海道駒ケ岳の火山活動について 

 
この地図の作成にあたっては、国土地理院発行の 

数値地図 50ｍメッシュ（標高）を使用した。 

 

HKIV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

HKSV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

HKOV=地震計 (短周期・広帯域)、傾斜計、気圧計、温度計、雨量計、GNSS 

 

 

資料概要 

○ 地殻変動 

HKOV-HKIV の GNSS 基線長変化は(図３の上から２段目)は、観測を開始した 2014 年から、

2mm/year 程度の長期的な伸長が続いている。傾斜変動には、火山活動に関連するような顕著

な地殻変動は認められない。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会                  防災科学技術研究所 

北海道駒ケ岳 
 

  
 

 
 

図 1 北海道駒ヶ岳の傾斜変動  
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第 147 回火山噴火予知連絡会                  防災科学技術研究所 

北海道駒ケ岳 
 

 

防災科学技術研究所 GNSS 観測点及び国土地理院 GEONET で得られた、 

2019 年 10 月 1 日－2020 年 9 月 30 日の地殻変動【函館（0022）固定】 

 
 

図 2 北海道駒ケ岳の GNSS 解析結果ベクトル図. 

（上段：水平成分、下段：上下成分）  
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第 147 回火山噴火予知連絡会                  防災科学技術研究所 

北海道駒ケ岳 
 

 

 
図3 防災科研3観測点(軍川, 鹿部, 尾白内)間および軍川－GEONET砂原960528の基線長

変化. 

2014/4/1～2020/9/30 
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北海道駒ヶ岳※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

北海道駒ヶ岳周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

北海道駒ヶ岳

国土地理院

ＧＮＳＳ連続観測結果には特段の変化は見られません。

第１４７回火山噴火予知連絡会
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北海道駒ヶ岳※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

●---[F3:最終解] ○---[R3:速報解] 国土地理院

基線変化グラフ（長期） 基線変化グラフ（短期）

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ353.58401：値準基離距斜　)925069(飯七→)741059(部鹿 )3(

2019/07/31 伐採

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(4) 七飯(960529)→北海道森(950146)　斜距離 基準値：18379.320ｍ

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

ｍ553.58401：値準基離距斜　)925069(飯七→)741059(部鹿 )3(

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(4) 七飯(960529)→北海道森(950146)　斜距離 基準値：18379.325ｍ

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2019/07/31 伐採

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(5) 北海道森(950146)→鹿部(950147)　斜距離 基準値：20707.045ｍ

2019/10/27 伐採

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

ｍ371.85761：値準基離距斜　)925069(飯七→)825069(原砂 )6(

2019/07/31 伐採

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(7) 北海道森(950146)→Ｍ北海道駒ヶ岳Ａ(099076)　斜距離 基準値：11511.454ｍ

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(8) 鹿部(950147)→Ｍ北海道駒ヶ岳Ａ(099076)　斜距離 基準値：9506.418ｍ

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(5) 北海道森(950146)→鹿部(950147)　斜距離 基準値：20707.047ｍ

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

ｍ181.85761：値準基離距斜　)925069(飯七→)825069(原砂 )6(

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(7) 北海道森(950146)→Ｍ北海道駒ヶ岳Ａ(099076)　斜距離 基準値：11511.452ｍ

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(8) 鹿部(950147)→Ｍ北海道駒ヶ岳Ａ(099076)　斜距離 基準値：9506.423ｍ

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2019/10/27 伐採

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(9) 砂原(960528)→Ｍ北海道駒ヶ岳Ａ(099076)　斜距離 基準値：7879.602ｍ

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

(10) 七飯(960529)→Ｍ北海道駒ヶ岳Ａ(099076)　斜距離 基準値：8964.831ｍ

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(9) 砂原(960528)→Ｍ北海道駒ヶ岳Ａ(099076)　斜距離 基準値：7879.607ｍ

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

(10) 七飯(960529)→Ｍ北海道駒ヶ岳Ａ(099076)　斜距離 基準値：8964.834ｍ

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2016 2017 2018 2019 2020

㎝
4

3

2

1

0

-1

-2

-3

-4

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

2020/1/1 4/1 7/1 10/1

㎝
3

2

1

0

-1

-2

-3

期間: 2015/11/01～2020/11/01 JST 期間: 2019/11/01～2020/11/01 JST

114



国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

北海道駒ケ岳

北海道駒ケ岳のSAR干渉解析結果について

(a) 2018/08/16-2020/08/13

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

(b) 2019/12/12-2020/09/17

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

◎ 国土地理院GNSS観測点
○ 国土地理院以外のGNSS観測点

背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

ノイズレベルを超える変動は見られません。

(a) (b)
衛星名 ALOS-2 ALOS-2

観測日時

2018/08/16 
2020/08/13

23:26頃
(728日間)

2019/12/12 
2020/09/17

11:41頃
(280日間)

衛星進行方向 北行 南行
電波照射方向 右(東) 右(西)
観測モード* H-H U-U
入射角 32.0° 41.7°
偏波 HH HH

垂直基線長 + 111m + 237m

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向

* U：高分解能(3m)モード
H：高分解能(6m)モード
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

恵山 

恵 山 
（2020 年 11 月 30 日現在） 

 
火山活動に特段の変化はなく、静穏に経過しており、噴火の兆候は認めら

れない。 

噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変

更はない。 
 

○ 概況（2020 年６月～2020 年 11 月 30 日） 

・表面活動（図１-①、図２～６） 

10 月 26～29 日に現地調査を実施した。Ｘ火口及びＹ火口の噴気や火口の状況に

変化はなく、赤外熱映像装置による観測でも地表面温度分布の状況に変化は認めら

れなかった。 

監視カメラによる観測では、Ｙ火口の噴気の高さは火口縁上 100ｍ以下で、噴気

活動は低調に経過した。 

 

・地震活動（図１-②～④、図７） 

火山性地震は少なく、地震活動は低調に経過した。 

火山性微動は観測されなかった。 

 

・地殻変動（図８～９） 

10月26日～29日に実施したGNSS繰り返し観測では、基線長に伸びの変化が観測さ 

れている。 

GNSS 連続観測では、火山活動によると考えられる変化は認められなかった。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この資料は気象庁のほか、国土地理院、北海道大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所及び公益財団法人地震予知

総合研究振興会のデータを利用して作成した。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

恵山 

 
  

図１ 恵山 火山活動経過図（2005 年７月～2020 年 11 月 30 日） 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

恵山 

図４ 恵山 山頂ドーム全景 西北西側（図３の①）から撮影 

 
  

図２ 恵山 西南西側から見た山頂部の状況（2020年11月29日、高岱
たかだい

監視カメラによる） 

Ｙ火口の噴気 

図３ 恵山 写真及び赤外熱映像の撮影方向（赤矢印） 
この地図の作成には国土地理院発行の「電子地形図（タイル）」を複製した。 

 

100m Ｘ火口 

1km 

Ｙ火口 

2 

3 

1 

2020 年 10 月 27 日 

Ｙ火口 Ｘ火口 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

恵山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2019 年 10 月 30 日 

2019 年 10 月 30 日 10 時 01 分 

天気：晴 気温：13℃ 

図５ 恵山 赤外熱映像装置によるＸ火口内の地表面温度分布 
西側（図３の②）から撮影 

・前回（2019 年 10 月 30 日）の観測と比べて、地表面温度分布に特段の変化は

なかった。 

 

2019 年 10 月 30 日 

2019 年 10 月 30 日 10 時 53 分 

天気：晴 気温：11℃ 
図６ 恵山 赤外熱映像装置によるＹ火口内の地表面温度分布 

南西側（図３の③）から撮影 

・前回（2019 年 10 月 30 日）の観測と比べて、地表面温度分布に特段の変化は 

なかった。 

 

2020 年 10 月 27 日 

2020 年 10 月 27 日 09 時 50 分 

天気：晴 気温：13℃ 

2020 年 10 月 27 日 

2020 年 10 月 27 日 10 時 42 分 

天気：晴 気温：13℃ 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

恵山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

震央分布図 時空間分布図（南北投影） 

断面図（東西投影） Ｍ－Ｔ図及び積算回数図 

恵山 

図７ 恵山 一元化震源による周辺の地震及び深部低周波地震活動 

（1997 年 10 月～2020 年 11 月 30 日、Ｍ≧1.0、深さ 40km 以浅） 
○：1997 年 10 月１日～2020 年５月 31 日の震源 

○：2020 年６月１日～2020 年 11 月 30 日の震源 

○：深部低周波地震 

＊１：2001 年 10 月以降、Hi-net の追加に伴い検知能力が向上している。 

＊２：2010 年９月以降、火山観測点の追加に伴い検知能力が向上している。 

2020 年９月以降の震源は、地震観測点の標高を考慮する等した新手法で求められている。 

2020 年４月 18 日から 10 月 23 日までの地震について、暫定的に震源精査の基準を変更してい

るため、その前後の期間と比較して微小な地震での震源決定数の変化（増減）が見られる。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ(標高)」を使用した。 

 

深さ 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

恵山 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

（国）：国土地理院 

図８ 恵山 GNSS 連続観測による基線長変化（2010 年 10 月～2020 年 11 月 30 日）及び観測点配置図 
GNSS 基線①～③は観測点配置図の①～③に対応している。 

GNSS 基線①，②の空白部分は欠測を示しています。 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 

・火山活動によると考えられる地殻変動は認められなかった。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

恵山 

 
  

図９ 恵山 GNSS 繰り返し観測による基線長変化及び観測点配置図（2005 年８月～2020 年 10 月） 
GNSS 基線①～⑥は観測点配置図の①～⑥に対応しています。 

・基線長に伸びの変化が観測されている。 
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第 147 回火山噴火予知連絡会 気象庁 

恵山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 恵山 観測点配置図 
＋は観測点の位置を示す。 

気象庁以外の機関の観測点には以下の記号を付している。 

（国）：国土地理院 

この地図の作成には国土地理院発行の「数値地図 50ｍメッシュ（標高）」を使用した。 
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恵山※[R3:速報解]は暫定値、電子基準点の保守等による変動は補正済み

恵山周辺GEONET(電子基準点等)による連続観測基線図

恵山

国土地理院

ＧＮＳＳ連続観測結果には特段の変化は見られません。

第１４７回火山噴火予知連絡会
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国土地理院第１４７回火山噴火予知連絡会

恵山

恵山のSAR干渉解析結果について

(a) 2018/08/30-2020/08/27

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

(b) 2020/06/25-2020/09/03

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA

○ 国土地理院以外のGNSS観測点

背景：地理院地図標準地図・陰影起伏図・傾斜量図

ノイズレベルを超える変動は見られません。

(a) (b)
衛星名 ALOS-2 ALOS-2

観測日時

2018/08/30 
2020/08/27

23:25頃
(728日間)

2020/06/25 
2020/09/03

11:41頃
(70日間)

衛星進行方向 北行 南行
電波照射方向 右(東) 右(西)
観測モード* H-H U-U
入射角 34.6° 38.9°
偏波 HH HH

垂直基線長 + 18m - 229m

衛星進行方向

電波照射方向

衛星進行方向

電波照射方向

* U：高分解能(3m)モード
H：高分解能(6m)モード
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第１４７回火山噴火予知連絡会 国土地理院

１回目 ２回目

2019/05/12 2020/05/10 364 北行 右 変動なし

2019/10/27 2020/05/10 196 北行 右 変動なし

2019/11/22 2020/06/19 210 南行 右 干渉不良

2019/06/28 2020/06/26 364 北行 右 変動なし

2020/03/20 2020/06/26 98 北行 右 変動なし

2019/08/30 2020/08/28 364 南行 右 変動なし

2020/06/19 2020/08/28 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/01 2020/08/30 364 北行 右 変動なし ○

2019/05/31 2020/05/29 364 北行 右 変動なし

2020/02/21 2020/05/29 98 北行 右 干渉不良

2019/11/13 2020/06/10 210 南行 右 干渉不良

2019/06/14 2020/06/12 364 北行 右 変動なし

2020/03/06 2020/06/12 98 北行 右 干渉不良

2019/12/06 2020/07/03 210 南行 右 干渉不良

2019/08/04 2020/08/02 364 北行 右 変動なし ○

2019/08/21 2020/08/19 364 南行 右 変動なし

2020/06/10 2020/08/19 70 南行 右 変動なし

2019/09/13 2020/09/11 364 南行 右 変動なし

2020/07/03 2020/09/11 70 南行 右 変動なし ○

2019/10/30 2020/05/27 210 南行 右 変動なし

2019/11/13 2020/06/10 210 南行 右 変動なし

2019/06/14 2020/06/12 364 北行 右 変動なし

2020/03/06 2020/06/12 98 北行 右 干渉不良

2019/12/06 2020/07/03 210 南行 右 干渉不良

2019/08/04 2020/08/02 364 北行 右 変動なし ○

2019/08/07 2020/08/05 364 南行 右 変動なし

2020/05/27 2020/08/05 70 南行 右 変動なし

2019/08/21 2020/08/19 364 南行 右 変動なし

2020/06/10 2020/08/19 70 南行 右 変動なし

2019/09/13 2020/09/11 364 南行 右 変動なし

2020/07/03 2020/09/11 70 南行 右 変動なし ○

2019/05/31 2020/05/29 364 北行 右 変動なし

2020/02/21 2020/05/29 98 北行 右 干渉不良

2019/11/13 2020/06/10 210 南行 右 変動なし

2019/12/06 2020/07/03 210 南行 右 干渉不良

2019/08/04 2020/08/02 364 北行 右 変動なし

2019/08/21 2020/08/19 364 南行 右 変動なし

2020/06/10 2020/08/19 70 南行 右 変動なし

2019/09/13 2020/09/11 364 南行 右 変動なし

2020/07/03 2020/09/11 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/20 2020/09/18 364 北行 右 変動なし ○

2019/05/17 2020/05/15 364 北行 右 変動なし

2020/02/07 2020/05/15 98 北行 右 干渉不良

2019/06/19 2020/06/17 364 北行 右 変動なし

2020/03/11 2020/06/17 98 北行 右 干渉不良

2019/11/27 2020/06/24 210 南行 右 干渉不良

2019/09/04 2020/09/02 364 南行 右 変動なし

2020/06/24 2020/09/02 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/06 2020/09/04 364 北行 右 変動なし ○

観測日
期間
[日]

衛星
進行
方向

北
方
領
土

茂世路岳

散布山

指臼岳

小田萌山・
択捉焼山

択捉阿登佐岳

「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（北方領土及び北海道）

観測
方向

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料
地
方 活火山名
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第１４７回火山噴火予知連絡会 国土地理院

１回目 ２回目

観測日
期間
[日]

衛星
進行
方向

「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（北方領土及び北海道）

観測
方向

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料
地
方 活火山名

2019/05/17 2020/05/15 364 北行 右 干渉不良

2020/02/07 2020/05/15 98 北行 右 干渉不良

2019/06/05 2020/06/03 364 北行 右 変動なし

2020/02/26 2020/06/03 98 北行 右 干渉不良

2019/11/27 2020/06/24 210 南行 右 干渉不良

2019/08/23 2020/08/21 364 北行 右 変動なし ○

2019/09/04 2020/09/02 364 南行 右 変動なし

2020/06/24 2020/09/02 70 南行 右 変動なし ○

2019/10/21 2020/05/18 210 南行 右 変動なし

2019/05/22 2020/05/20 364 北行 右 変動なし

2020/02/12 2020/05/20 98 北行 右 干渉不良

2019/12/11 2020/07/08 210 南行 右 干渉不良

2019/07/29 2020/07/27 364 南行 右 変動なし

2020/05/18 2020/07/27 70 南行 右 変動なし

2018/08/10 2020/08/07 728 北行 右 変動なし

2019/09/11 2020/09/09 364 北行 右 変動なし ○

2019/09/18 2020/09/16 364 南行 右 変動なし

2020/07/08 2020/09/16 70 南行 右 変動なし ○

2019/05/08 2020/05/06 364 北行 右 変動なし

2020/01/29 2020/05/06 98 北行 右 変動なし

2019/11/04 2020/06/01 210 南行 右 変動なし

2019/06/24 2020/06/22 364 北行 右 変動なし

2020/03/16 2020/06/22 98 北行 右 干渉不良

2019/12/11 2020/07/08 210 南行 右 変動なし

2019/08/12 2020/08/10 364 南行 右 変動なし

2020/06/01 2020/08/10 70 南行 右 変動なし

2019/08/28 2020/08/26 364 北行 右 変動なし ○

2019/09/18 2020/09/16 364 南行 右 変動なし

2020/07/08 2020/09/16 70 南行 右 変動なし ○

2019/05/08 2020/05/06 364 北行 右 変動なし

2020/01/29 2020/05/06 98 北行 右 干渉不良

2019/11/04 2020/06/01 210 南行 右 変動なし

2019/06/24 2020/06/22 364 北行 右 変動なし

2020/03/16 2020/06/22 98 北行 右 干渉不良

2019/08/12 2020/08/10 364 南行 右 変動なし

2020/06/01 2020/08/10 70 南行 右 変動なし ○

2019/08/14 2020/08/12 364 北行 右 変動なし ○

2019/08/28 2020/08/26 364 北行 右 変動なし

ベルタルベ山

北
方
領
土

ルルイ岳・
爺爺岳

羅臼山

泊山

127



第１４７回火山噴火予知連絡会 国土地理院

１回目 ２回目

観測日
期間
[日]

衛星
進行
方向

「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（北方領土及び北海道）

観測
方向

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料
地
方 活火山名

2019/05/08 2020/05/06 364 北行 右 干渉不良

2020/01/29 2020/05/06 98 北行 右 干渉不良

2019/06/10 2020/06/08 364 北行 右 変動なし

2020/03/02 2020/06/08 98 北行 右 干渉不良

2019/11/18 2020/06/15 210 南行 右 干渉不良

2019/08/14 2020/08/12 364 北行 右 変動なし ○

2019/08/26 2020/08/24 364 南行 右 変動なし

2020/06/15 2020/08/24 70 南行 右 変動なし ○

2019/10/26 2020/05/23 210 南行 右 変動なし

2019/05/27 2020/05/25 364 北行 右 変動なし

2020/02/17 2020/05/25 98 北行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2019/11/18 2020/06/15 210 南行 右 変動なし

2019/12/02 2020/06/29 210 南行 右 変動なし

2019/07/31 2020/07/29 364 北行 右 変動なし

2019/08/03 2020/08/01 364 南行 右 変動なし

2020/05/23 2020/08/01 70 南行 右 変動なし

2019/08/26 2020/08/24 364 南行 右 変動なし

2020/06/15 2020/08/24 70 南行 右 変動なし

2019/09/09 2020/09/07 364 南行 右 変動なし

2020/06/29 2020/09/07 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/16 2020/09/14 364 北行 右 変動なし ○

2019/10/26 2020/05/23 210 南行 右 変動なし

2019/05/27 2020/05/25 364 北行 右 変動なし

2020/02/17 2020/05/25 98 北行 右 変動なし（一部干渉不良）

2019/06/29 2020/06/27 364 北行 右 変動なし（山体西側のみ）

2020/03/21 2020/06/27 98 北行 右 変動なし（一部干渉不良、西側のみ）

2019/12/02 2020/06/29 210 南行 右 変動なし

2019/08/03 2020/08/01 364 南行 右 変動なし

2020/05/23 2020/08/01 70 南行 右 変動なし

2019/09/09 2020/09/07 364 南行 右 変動なし

2020/06/29 2020/09/07 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/16 2020/09/14 364 北行 右 変動なし ○

2019/05/13 2020/05/11 364 北行 右 変動なし

2020/02/03 2020/05/11 98 北行 右 干渉不良

2019/10/26 2020/05/23 210 南行 右 変動なし

2019/06/29 2020/06/27 364 北行 右 変動なし

2020/03/21 2020/06/27 98 北行 右 干渉不良

2019/12/02 2020/06/29 210 南行 右 変動なし

2019/08/03 2020/08/01 364 南行 右 変動なし

2020/05/23 2020/08/01 70 南行 右 変動なし

2019/09/02 2020/08/31 364 北行 右 変動なし ○

2019/09/09 2020/09/07 364 南行 右 変動なし

2020/06/29 2020/09/07 70 南行 右 変動なし ○

知床硫黄山・
羅臼岳・
天頂山

北
海
道

摩周

アトサヌプリ

雄阿寒岳
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第１４７回火山噴火予知連絡会 国土地理院

１回目 ２回目

観測日
期間
[日]

衛星
進行
方向

「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（北方領土及び北海道）

観測
方向

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料
地
方 活火山名

2019/05/13 2020/05/11 364 北行 右 変動なし

2020/02/03 2020/05/11 98 北行 右 干渉不良

2019/11/09 2020/06/06 210 南行 右 変動なし

2019/06/29 2020/06/27 364 北行 右 変動なし

2020/03/21 2020/06/27 98 北行 右 干渉不良

2019/12/02 2020/06/29 210 南行 右 変動なし

2019/08/17 2020/08/15 364 南行 右 変動なし

2020/06/06 2020/08/15 70 南行 右 変動なし

2019/09/02 2020/08/31 364 北行 右 変動なし ○

2019/09/09 2020/09/07 364 南行 右 変動なし

2020/06/29 2020/09/07 70 南行 右 変動なし ○

2019/10/31 2020/05/28 210 南行 右 変動なし（山体西側のみ）

2019/06/01 2020/05/30 364 北行 右 変動なし

2020/02/22 2020/05/30 98 北行 右 干渉不良

2019/11/23 2020/06/20 210 南行 右 干渉不良

2019/08/05 2020/08/03 364 北行 右 変動なし

2019/08/08 2020/08/06 364 南行 右 変動なし（山体西側のみ）

2020/05/28 2020/08/06 70 南行 右 変動なし

2019/08/31 2020/08/29 364 南行 右 変動なし

2020/06/20 2020/08/29 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/21 2020/09/19 364 北行 右 変動なし ○

2019/10/31 2020/05/28 210 南行 右 干渉不良

2019/06/01 2020/05/30 364 北行 右 変動なし（一部干渉不良）

2020/02/22 2020/05/30 98 北行 右 干渉不良

2019/11/23 2020/06/20 210 南行 右 干渉不良

2019/12/07 2020/07/04 210 南行 右 干渉不良（山体西側のみ）

2019/08/05 2020/08/03 364 北行 右 変動なし ○

2019/08/08 2020/08/06 364 南行 右 変動なし

2020/05/28 2020/08/06 70 南行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2019/08/31 2020/08/29 364 南行 右 変動なし

2020/06/20 2020/08/29 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/14 2020/09/12 364 南行 右 変動なし（山体西側のみ）

2020/07/04 2020/09/12 70 南行 右 変動なし（山体西側のみ）

2019/09/21 2020/09/19 364 北行 右 変動なし（一部干渉不良）

2019/10/31 2020/05/28 210 南行 右 変動なし

2019/06/01 2020/05/30 364 北行 右 変動なし

2020/02/22 2020/05/30 98 北行 右 干渉不良

2019/06/20 2020/06/18 364 北行 右 変動なし

2020/03/12 2020/06/18 98 北行 右 干渉不良

2019/12/07 2020/07/04 210 南行 右 干渉不良

2019/08/08 2020/08/06 364 南行 右 変動なし

2020/05/28 2020/08/06 70 南行 右 変動なし

2019/09/14 2020/09/12 364 南行 右 変動なし

2020/07/04 2020/09/12 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/21 2020/09/19 364 北行 右 変動なし ○

北
海
道

雌阿寒岳

丸山

大雪山

十勝岳
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第１４７回火山噴火予知連絡会 国土地理院

１回目 ２回目

観測日
期間
[日]

衛星
進行
方向

「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（北方領土及び北海道）

観測
方向

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料
地
方 活火山名

2019/10/22 2020/05/19 210 南行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2019/06/06 2020/06/04 364 北行 右 変動なし

2020/02/27 2020/06/04 98 北行 右 干渉不良

2018/07/12 2020/07/09 728 南行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2019/07/30 2020/07/28 364 南行 右 変動なし

2020/05/19 2020/07/28 70 南行 右 変動なし

2019/08/10 2020/08/08 364 北行 右 変動なし

2019/08/24 2020/08/22 364 北行 右 変動なし ○

2018/07/12 2020/09/17 798 南行 右 変動なし

2020/07/09 2020/09/17 70 南行 右 変動なし ○

2019/05/23 2020/05/21 364 北行 右 変動なし

2019/11/07 2020/05/21 196 北行 右 変動なし

2019/11/28 2020/06/25 210 南行 右 変動なし

2019/08/10 2020/08/08 364 北行 右 変動なし

2019/09/05 2020/09/03 364 南行 右 変動なし

2020/06/25 2020/09/03 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/12 2020/09/10 364 北行 右 変動なし ○

2019/05/23 2020/05/21 364 北行 右 変動なし

2019/11/07 2020/05/21 196 北行 右 変動なし

2019/11/28 2020/06/25 210 南行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2019/08/10 2020/08/08 364 北行 右 変動なし

2019/09/05 2020/09/03 364 南行 右 変動なし

2020/06/25 2020/09/03 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/12 2020/09/10 364 北行 右 変動なし ○

2019/05/23 2020/05/21 364 北行 右 変動なし

2019/11/07 2020/05/21 196 北行 右 変動なし

2019/06/25 2020/06/23 364 北行 右 変動なし

2020/03/17 2020/06/23 98 北行 右 干渉不良

2019/11/28 2020/06/25 210 南行 右 変動なし（一部干渉不良）

2019/09/05 2020/09/03 364 南行 右 変動なし

2020/06/25 2020/09/03 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/12 2020/09/10 364 北行 右 変動なし ○

2019/01/31 2020/05/07 462 北行 右 干渉不良

2020/01/30 2020/05/07 98 北行 右 変動なし

2019/10/22 2020/05/19 210 南行 右 変動なし

2019/06/25 2020/06/23 364 北行 右
有珠山の小有珠及び昭和新山の山頂付近で収
縮とみられる衛星から遠ざかる変動が見られま
す。

2020/03/17 2020/06/23 98 北行 右 変動なし

2019/11/28 2020/06/25 210 南行 右 変動なし

2019/07/30 2020/07/28 364 南行 右
有珠山の大有珠、小有珠及び昭和新山の山頂
付近で収縮とみられる衛星から遠ざかる変動が
見られます。

2020/05/19 2020/07/28 70 南行 右 変動なし

2018/08/30 2020/08/27 728 北行 右
有珠山の小有珠及び昭和新山の山頂付近で収
縮とみられる衛星から遠ざかる変動が見られま
す。

2019/09/05 2020/09/03 364 南行 右
有珠山の小有珠及び昭和新山の山頂付近で収
縮とみられる衛星から遠ざかる変動が見られま
す。

○

2020/06/25 2020/09/03 70 南行 右 変動なし ○

2018/07/12 2020/09/17 798 南行 右
有珠山の大有珠、小有珠及び昭和新山の山頂
付近で収縮とみられる衛星から遠ざかる変動が
見られます。

2019/12/12 2020/09/17 280 南行 右 変動なし

北
海
道

倶多楽

有珠山

利尻山

樽前山

恵庭岳
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「だいち2号」SAR干渉解析判読結果　（北方領土及び北海道）

観測
方向

判読結果
変動なし：ノイズレベルを超える変動は見られません。
干渉不良：干渉不良により有意な結果は得られていません。

資料
地
方 活火山名

2019/01/31 2020/05/07 462 北行 右 干渉不良

2020/01/30 2020/05/07 98 北行 右 干渉不良

2019/10/22 2020/05/19 210 南行 右 変動なし（一部干渉不良）

2019/06/25 2020/06/23 364 北行 右 変動なし

2020/03/17 2020/06/23 98 北行 右 干渉不良

2019/07/30 2020/07/28 364 南行 右 変動なし

2020/05/19 2020/07/28 70 南行 右 変動なし

2018/08/30 2020/08/27 728 北行 右 変動なし ○

2018/07/12 2020/09/17 798 南行 右 変動なし ○

2019/12/12 2020/09/17 280 南行 右 干渉不良

2019/01/31 2020/05/07 462 北行 右 干渉不良

2020/01/30 2020/05/07 98 北行 右 干渉不良

2019/10/22 2020/05/19 210 南行 右 変動なし（一部干渉不良）

2019/06/25 2020/06/23 364 北行 右 変動なし

2020/03/17 2020/06/23 98 北行 右 干渉不良

2019/07/30 2020/07/28 364 南行 右 変動なし

2020/05/19 2020/07/28 70 南行 右 変動なし

2018/08/30 2020/08/27 728 北行 右 変動なし ○

2018/07/12 2020/09/17 798 南行 右 変動なし ○

2019/12/12 2020/09/17 280 南行 右 干渉不良

2019/01/31 2020/05/07 462 北行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2020/01/30 2020/05/07 98 北行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2020/02/11 2020/05/19 98 南行 右 変動なし（山頂は干渉不良）

2019/06/25 2020/06/23 364 北行 右 変動なし

2020/03/17 2020/06/23 98 北行 右 干渉不良

2019/07/30 2020/07/28 364 南行 右 変動なし

2020/05/19 2020/07/28 70 南行 右 変動なし

2018/08/16 2020/08/13 728 北行 右 変動なし ○

2018/07/12 2020/09/17 798 南行 右 変動なし

2019/12/12 2020/09/17 280 南行 右 変動なし ○

2019/06/25 2020/06/23 364 北行 右 変動なし

2020/03/17 2020/06/23 98 北行 右 変動なし（一部非干渉）

2019/11/28 2020/06/25 210 南行 右 変動なし

2018/08/30 2020/08/27 728 北行 右 変動なし ○

2019/09/05 2020/09/03 364 南行 右 変動なし

2020/06/25 2020/09/03 70 南行 右 変動なし ○

2019/05/14 2020/05/12 364 北行 右 変動なし

2019/10/29 2020/05/12 196 北行 右 変動なし

2020/03/10 2020/06/16 98 南行 右 変動なし

2019/06/30 2020/06/28 364 北行 右 変動なし

2020/03/22 2020/06/28 98 北行 右 変動なし

2019/08/27 2020/08/25 364 南行 右 変動なし

2020/06/16 2020/08/25 70 南行 右 変動なし ○

2019/09/03 2020/09/01 364 北行 右 変動なし ○

渡島大島

北海道駒ヶ岳

恵山

羊蹄山

ニセコ

北
海
道
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